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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況

目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．総評

３．今後の取組方針

【国境離島法による雇用創出数】
R4年度の雇用創出実績は73名で、前年比+22名であったが、雇用機会拡充事業における事業の採択数及び雇用創
出数は県内全体としても減少傾向にある。H29年度の事業開始当初と比べ、事業実施者１者あたりの雇用創出人数
が減少していることも、雇用実績として減少している要因の一つと考えられる。

【Nぴか企業数】
目標は達成できたものの、認定を受けるための基準が高いこともあり、認定を受ける企業数が伸びない。

【国境離島法による雇用創出数】
採択事業数に加え１事業者あたりの雇用創出数が減少傾向にあるが、各事業の雇用数が少ない要因の一つとして、
市内の人手不足が挙げられる。雇用創出推進のためには、雇用機会拡充の支援、及び島外を含む雇用人材確保策
の両面から実施していく必要がある。

【Nぴか企業数】
企業への制度周知を行い、認定企業数を増加させる。
併せて、ながさき県内就職応援サイト「Nなび」への登録も薦める。

35.0
市民アンケート C

農林水産、物産・ブランド
及び企業誘致・地場産業の
施策に対する市民満足度 実績（％） 24.6 23.6 23.0

目標値（％） 20.0 24.0 27.0 31.0

35.0 ハローワーク調べ
（令和5年3月） A

実績（％） 36.0 37.1 37.2

35.0求人数に対する
正社員の求人割合

目標値（％） 35.0 35.0 35.0

5 ㈱今村組・ごと㈱
㈱アライ・㈱浜口水産 A

実績（事業所） 2 3 4

4
Nぴか企業数（累計）

目標値（事業所） 1 2 3

700 H29年度～R4年度の
各年度末時点の雇用
創出数

A
実績（人） 462 513 586

617国境離島法による雇
用創出数（累計）

目標値（人） 368 451 534

年度 R2 R3 R4 R5 R6
実績の積算根拠 評価

基 本 目 標 Ⅰ 五島の恵みを活かし、雇用を生み出す“しま”をつくる 所属課
商工雇用政策課、農林課、
水産課、文化観光課
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

5
五島市優良雌牛導入
事業

優良な繁殖雌牛の増頭及び子牛価
格の上昇のため、繁殖雌牛を購入
し、繁殖牛農家へ貸付事業を行うごと
う農協に対し、購入費の補助を行う事
業。

農家の負担が大きい、優良な繁殖雌
牛の購入費を補助することで、市内の
優良な子牛増頭に繋げ、子牛購買者
の誘致、子牛価格の向上、ひいては
市内繁殖牛農家の所得向上をねらう
もの。

Ｒ２実績　13,566

Ｒ３実績　9,550

Ｒ４実績　3,773

4
五島市家畜特別導入
型事業

市が繁殖牛を購入し、高齢者を優先
として繁殖牛農家に一定期間無償貸
与後、譲渡する事業。

繁殖牛農家の経営安定をねらうも
の。また、高齢の繁殖牛農家を優先
することで、高齢者福祉の向上もねら
うもの。

Ｒ２実績　22,302

Ｒ３実績　22,363

Ｒ４実績　18,946

3
五島市家畜農協等有
導入事業

畜産経営の安定を図るため、繁殖牛
を購入し、繁殖牛の維持、増頭を図る
繁殖牛農家へ貸し付ける農協等に対
し、購入費の補助を行う事業。

繁殖牛農家の繁殖牛頭数維持による
経営の安定、又は増頭による規模拡
大をねらうもの。

Ｒ２実績　14,754

Ｒ３実績　15,100

Ｒ４実績　14,078

2
畜産クラスター構築事
業（牛）

本市基幹産業の核である繁殖牛経営にお
ける生産性・収益性の向上を図るため、新
規参入又は規模拡大を行う繁殖牛農家に
対し、牛舎等の整備、繁殖雌牛の購入に係
る経費の補助を行う事業。

繁殖牛農家の新規参入、規模拡大を
支援することで、高齢化や後継者不
足による繁殖牛農家の減少、繁殖雌
牛頭数の減少傾向改善をねらう。

Ｒ２実績　170,270

Ｒ３実績　96,451

Ｒ４実績　159,106

1
五島地域元気ある担い
手アクション支援事業

認定農業者及び集落営農組織な
ど担い手の確保・育成を図るた
め、五島地域担い手育成総合支
援協議会に対して補助を行う。

五島地域担い手育成総合支援協
議会が主となり、効率的かつ安定
的な農業経営の育成、認定農業
者等の計画的な所得向上を図
る。

Ｒ２実績　182

Ｒ３実績　122

Ｒ４実績　110

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

6,950 戦略産品海上輸送費
支援事業実績報告 B

実績（ｔ） 6,082 5,667 6,039

輸送コスト支援事
業の出荷量

目標値（ｔ） 6,444 6,571 6,697 6,823

420.0
農地利用状況調査 A

実績（ha） 397.1 485.8 433.7

担い手への
農地集積率

目標値（％） 38.0 40.0 42.0 44.0

耕作放棄地面積
目標値（ha） 457.0 448.0 438.0 429.0

実績（㎥） 329 331 300

実績（％） 37.7 36.9 40.4

46.0 担い手の農地利
用集積状況調査 B

地元産木材製材
品の島外出荷量

目標値（㎥） 489 561 582 600

1,800 五島森林組合へ
の照会 A

600 五島森林組合へ
の照会 C

実績（㎥） 1,207 1,576 2,277

地元産木材
地元消費量

目標値（㎥） 1,550 1,600 1,650 1,700

4,210 登録協会総会資料
（五島地区合算） B

実績（頭） 3,765 3,878 3,828

繁殖雌牛飼養
頭数

目標値（頭） 4,880 4,960 5,040 5,120

子牛生産頭数
目標値（頭） 3,950 4,040 4,040 4,120

実績（ha） 1,374 1,392 1,406

実績（頭） 4,976 5,121 5,115

5,200 農協繁殖雌牛増頭運
動推進月別実績表
（五島市分）

A

中山間協定
農用地面積

目標値（ha） 1,388 1,401 1,415 1,429

261 農業経営改善計
画認定審査会 B

1,443 中山間交付金事
業実績報告 B

実績（人） 258 245 239
認定農業者数

目標値（人） 261 261 261 261

年度 R2 R3 R4 R5 R6

10
振興局資料 A

実績（人） 15 19 20

戦略プロジェクト Ⅰ-１ 農林業振興プロジェクト
所属課 農林課

重 点 事 業 Ⅰ-１-１ 経営基盤の強化

新規就農者数
目標値（人） 10 10 10 10

実績の積算根拠 評価

２



３．総評

４．今後の取組方針

①　新規就農者数、認定農業者数、担い手への農地集積率について、新規就農者数は目標を達成しているが、認定
農業者数及び担い手への農地集積率については、高齢化や事業承継が上手く行われていないなどが要因となり、担
い手の確保ができず、目標に達していない。

②　繁殖雌牛飼養頭数については目標頭数は上回っているものの、新型コロナ禍等による子牛価格の下落や配合飼
料価格の高止まりなど、繁殖経営へのマイナス要因が続いていることで、農家の増頭意欲が低下し、頭数の減少と
なった。このことから、子牛生産頭数についても減少する結果となっている。

③　輸送コスト支援事業について、出荷量（農産品のみ）は、作付面積の減少などにより目標に達していない。事業費
（農畜産品）については、輸送費の値上げ等により増加している。

④　地元産木材の地元消費量及び製材品の島外出荷については、市内唯一の林業経営体である五島森林組合にお
いて森林整備による間伐材を利用したものであるが、令和4年度においては、間伐箇所の立木の生育不良などがあり
製材品向けのAB材（良質材）の数量確保が困難となったことから目標に届かなかった。

①　新規就農者数、認定農業者数、担い手への農地集積率について、国境離島法など国や県の補助制度を活用しな
がら、担い手の確保及び農地集積率の向上に取り組む。

②　補助事業等による繁殖雌牛増頭支援を図りながら、子牛価格低迷や配合飼料価格の高騰への国、県の対策など
に注視し、農家の所得向上に取り組む。

③　輸送コスト支援事業について、今後も販路拡大や出荷量の増加につながるよう引き続き支援を行なう。

④　地元産木材の地元消費量及び製材品の島外出荷については、市の補助事業で新たに導入した造林機械等を十
分に活用しながらAB材（良質材）の数量確保が可能な間伐箇所の選定し、目標達成に取り組む。

7
輸送コスト支援事業（R
元年度～）　林務関係

製材品の島外出荷（移出）にかかる
海上輸送費の一部について助成。

市選定の戦略産品（5品目）の移出及
び移入に係る海上輸送費の一部助成
により本土との格差是正及び、販路
拡大や出荷量増加に繋げ産業の活
性化を図る。

Ｒ２実績　1,777

Ｒ３実績　1,460

Ｒ４実績　1,196

6
戦略産品海上輸送費
支援事業事業（Ｈ29～）
輸送コスト支援事業

下記品目の海上輸送費を助成。
・移出：野菜類（10品目）、いも類（2品
目）、鳥獣肉
・移入：その他の化学肥料、配合飼料
・助成額：海上輸送費×8/10
・農水産品の移出及び生産、移出に
必要な原材料の移入

五島市が選定した農畜産品の移出及
び移出に係る肥料及び配合飼料の移
入についての海上輸送費の助成を行
うことで、販路拡大や出荷量の増加に
繋げ、農業者の所得の向上を図る。

Ｒ２実績　117,039

Ｒ３実績　154,969

Ｒ４実績　176,236
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

①　畑地帯総合整備事業について、令和４年度は実施測量設計や換地業務を実施しており、面的工事の面積実績は
上がってこない（令和５年度から工事着手予定）。県から実績データの下方修正あり

②　林道整備について、市の予算に限りがあること、また、労務費や資材の高騰により事業費が増額したこともあり、
目標値に届かなかった。

③　イノシシ、シカ等の有害鳥獣について、有害鳥獣被害が市街地、農用地へ拡大しないよう、拡散防止柵や侵入防
止柵の整備、捕獲報奨金制度、捕獲隊設置による捕獲強化の実施を行い、その効果により農作物被害額は3,827千
円（前年度比2,146千円減）となっており前年度より減少した。
　有害鳥獣捕獲実績数では、シカが1,377頭（前年度比241頭減）、イノシシが1,145頭（前年度比258頭増）、タイワンリ
スが2,445頭（前年度比210頭減）となっており、個体により増減の差はあるものの、捕獲報奨金制度等による捕獲活
動においては安定した捕獲数を維持しており、被害抑制に貢献している。

①、ほ場区画整備について、経営規模の拡大や生産性の向上を図るため、意欲ある地域を中心に生産基盤整備を
行ない優良農地の確保と農地の集団化・流動化を促進する。本事業に取り組むためには、地元地域の熟成した合意
形成と事業への協力体制が不可欠であることから、将来営農の展望や事業制度の理解を深める意見交換を行なっ
ていく。

②　林道整備について、引き続き２路線（川原線・内闇線）の開設工事を実施する。また、地元要望のあっている中須
線の改築工事をR7年度の事業着手に向け調整を行う。

③　有害鳥獣について、捕獲数の増や侵入防止柵設置の推進により、捕獲者や捕獲隊が活動している地域や侵入
防止柵の整備済箇所においては被害が低減しているが、イノシシ、シカの生息域の変化や拡大により、捕獲者がいな
い地域や侵入防止柵の未整備箇所において新たな農作物被害が増加傾向にある。
　今後も引き続き、有害鳥獣捕獲者の免許取得推進や捕獲活動の助成、侵入防止柵設置推進等により棲み分け対
策と捕獲対策を継続して推進し、被害軽減を図っていく。
　また、ＩＣＴ技術等の活用により被害・捕獲・出没情報等のデータを一元化した視覚的な対策や集落との連携による
地域ぐるみの対策も推進していく。

5
農産物等有害鳥獣対
策事業

有害鳥獣（イノシシ・シカ等）の
捕獲及び防護対策を行う。
（福江島・奈留島・久賀島）

専門業者、猟友会、地域捕獲隊、実施隊員
等により市内に生息しているイノシシ・シカ
等の捕獲を行い、生息域の拡大及び農林
産物への被害を防止する。また、拡散防止
柵の設置やICT技術を活用した防護対策に
より被害を未然に防ぐ。

Ｒ２実績　72,253

Ｒ３実績　68,864　

Ｒ４実績　54,903

4
林業専用道内闇線開
設事業

W=3.6ｍ　Ｌ＝66ｍ
森林所有者による森林整備を
促し林業の活性化を図る。

Ｒ２実績　23,881
Ｒ３実績　36,122
Ｒ４実績　10,315

3
林業専用道川原線開
設事業

①W=3.6ｍ　Ｌ＝255ｍ　R3繰
越
②W=3.6ｍ　Ｌ＝535ｍ

森林所有者による森林整備を
促し林業の活性化を図る。

Ｒ２実績　14,805
Ｒ３実績　35,008
Ｒ４実績　58,895

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

7,450 農協、共済組合、農
家への聞き取り調査 A

2 県営畑地帯総合整備事業
圃場の区画整備
鐙瀬地区31ha、
富江・日の出地区28ha

区画整理、農業用用排水施
設等の基盤整備により畑作農
業経営の体質強化及び経営
安定等を図る。

Ｒ２実績　 5,957

Ｒ３実績　 2,174

Ｒ４実績 　3,213

1
県営経営体育成基盤
整備事業

圃場の区画整備
久賀地区20ha、寺脇地区55ha

小区画の水田を大区画整備によ
る用水の安定確保、水田汎用
化、大型機械の導入等による農
業経営の規模拡大を図る。

Ｒ２実績　51,822

Ｒ３実績　59,738

Ｒ４実績　60,809

有害鳥獣による
農産物被害額

目標値（千円） 8,112 7,947 7,781 7,616

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

実績（km） 130 131 131

実績（千円） 11,171 5,973 3,827

林道整備延長
目標値（km） 132 137 142 147

425 R3年度までの基盤整備
事業実績（県の集計） C

151 市町村別林道延長及
び舗装延長内訳表 B

実績（ha） 393 393 336

畑地帯区画整備
面積

目標値（ha） 398 405 411 418

年度 R2 R3 R4 R5 R6

1,136 R3年度までの基盤整備
事業実績（県の集計） A

実績（ha） 1,085 1,108 1,107

戦略プロジェクト Ⅰ-１ 農林業振興プロジェクト
所属課 農林課

重点事業 Ⅰ-１-２ 生産基盤の維持・整備

水田区画整備
面積

目標値（ha） 1,077 1,092 1,106 1,121

実績の積算根拠 評価

４



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

【椿油取引業者数】
①取引業者数としては、R4年度において目標値の124%の達成となった。
②椿油の生産量としては、昨年より減少している。取引業者数は現状維持の搾油業者がほとんどであった
が、営業により新たな取引先を獲得している搾油業者もあった。
　各搾油業者の椿油生産・在庫数量によるが、個人消費が回復し、関連商品の消費が増えれば、搾油量、
取引業者数も増加し、毎年度の数値目標の達成につながると考えている。
【椿関連商品の売上額】
①売上額としては、R4年度において目標値の333%の大幅達成となった。
②椿関連商品の売上額については、個人消費、観光消費ともに回復傾向にあり、ほぼ全ての事業者が昨
年度の売上額を上回る結果となった。
　コロナの５類移行による行動制限解除により、今後、更なる売上増加が期待できると考えている。

【学校給食における地場産物（野菜）利用量割合】
野菜は、市内での長期保管ができないことや長雨や台風など気象条件にも左右されるため通年での安定
供給が難しい。また、予算も限られ安価な市外のものを利用することなどから目標達成に至っていない。

【椿油取引業者数】
　地域資源である椿について、今後は、自生椿林整備事業、椿植栽事業等で整備した椿林の管理指導に
取り組むとともに、高齢等の理由により管理が困難になった椿林を代理収穫につなげ、椿油の安定生産を
図り、取引業者数の増加を目指す。
【椿関連商品の売上額】
　椿油の安定供給や商談展示会の出展などによる販路拡大のための支援に努めるとともに、今後は、政策
企画課、文化観光課等の協力を得ながら、椿関連商品の情報発信を行い、売上増加を目指す。

【学校給食における地場産物（野菜）利用量割合】
地元野菜の使用量の向上は容易ではないが、引き続き使用量の向上を目指した取組を働きかけていく。

2

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

1 椿植栽推進事業

椿油の安定生産を図るため、
耕作放棄地等に椿を植栽する
ための苗木の支給と経費の補
助をする。

地域資源である椿を植栽し、
管理・収穫のしやすい椿を増
やし椿油の安定生産を図る。

Ｒ２実績　2,222

Ｒ３実績　1,592

Ｒ４実績　1,001

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

43.0 教育委員会事務局調
査資料 C

実績（％） 36.0 38.1 31.7

42.0学校給食における
地場産物（野菜）利
用量割合

目標値（％） 39.0 40.0 41.0

69,509 市内販売事業者
への聞き取り A

実績（千円） 41,349 121,051 206,738

65,759椿関連商品の売
上額

目標値（千円） 54,509 58,259 62,009

47 市内搾油所への
聞き取り A

実績（社） 40 42 52

44
椿油取引業者数

目標値（社） 38 40 42

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

戦略プロジェクト Ⅰ-１ 農林業振興プロジェクト
所属課 農林課

重 点 事 業 Ⅰ-１-３ 地域資源の活用

５



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

◆漁業者の高齢化と減少が進む中、独立型漁業においては研修制度の内容も年々改善されており、独立する漁業者は各地に定着している。令和
４年度においては独立型漁業を目指す１１名の研修を実施した。令和４年度末で４名の研修終了予定であったが、１名が１年間研修延長したため、
新規漁業就業者は３名となった。
◆平成２９年度から新たな取り組みとして「新規漁業就業者漁業経費支援事業」を創設し、独立型漁業に果敢に取り組む新規漁業就業者に対し支
援を行うことで、離職防止や経営安定化を図り、漁業就労への意欲を高めた。
◆戦略産品（魚介類（生鮮、冷凍もの））の島外出荷量の拡大を図るため、離島活性化交付金を活用し海上輸送コスト軽減の支援を行うことにより、
農林水産物の競争力の強化及び販路拡大につながるとともに、漁業者の所得向上への一助となっていたが、平成２９年度より特定有人国境離島地
域社会維持推進交付金に切り替えられたことにより、支援が手厚く（補助率が2/3⇒5/4に拡充、個人事業者の取扱も可。）なったことから、更に多く
の魚介類が島外出荷された。
◆五島産マグロについては、参加店１３店舗（飲食１０店舗、小売３店舗）によるマグロフェアを開催し、島内消費の拡大と島内養殖マグロのPR活動
を行うとともに、マグロマップを作成・配付することで、市民及び観光客へのマグロメニュー等のPRを行った。また、飲食店へは、フェア等を通じて取
引方法などを説明することで、フェアに限らず飲食店のメニューの拡充等におけるマグロの取引拡大を目指した。

◆ⅠUターン者・漁家師弟に対する新規漁業就業者育成確保事業（独立型）や離島漁業再生支援交付金事業における漁船取得リース事業、漁村支
援交付金は、これまでも新規漁業就業者の漁業定着に大きな役割を果たしており効果的な事業である。
　また、上記事業に「新規漁業就業者漁業経費支援事業」を組み合わせることで、漁業就業を希望する若者の確保に積極的に取り組み、地域漁業
の担い手を一人でも多く確保することで地域活性化を図る。
◆戦略産品についての移出及び餌等の移入については引き続き支援を行っていく。平成30年度から支援額の上限（20,000千円）が設けられ、事業
費が抑制されている。雇用条件の改良や拡充などにより上限額への上乗せも可能であることから、各事業所に対して積極的な取り組みを進めてい
く。
◆更なるマグロ養殖基地化を目指すため、関係機関で組織される五島市マグロ養殖産地協議会による赤潮講習会や情報交換等を通じて、養殖マ
グロの生産基盤の強化と活性化を目指す。

6 五島市マグロ養殖産地育成
事業

五島産養殖マグロの島内流通の活性
化を図るため、「マグロフェア」を開催
し、五島産養殖マグロのPRを行うとと
もに、市民や観光客への消費拡大を
図る。

五島産養殖マグロの島内流通の活性
化を図るため、島内消費拡大を目的と
した「マグロフェア」を開催し、五島産
養殖マグロのPRを行うとともに、市民
や観光客への消費を促し、五島産養
殖マグロのブランド構築と販売促進を
図る。

Ｒ２実績　　－

Ｒ３実績　526

Ｒ４実績　940

5

戦略産品海上輸送費支援事
業費補助金
（Ｈ29～）
輸送コスト支援事業

漁獲物の主な出荷先が関西などの都
市圏となり、海上輸送コストが発生し、
販売拡大に支障を来しており、離島活
性化交付金や国境離島新法を活用し
海上輸送コスト軽減の支援を行う。

五島市の地域資源を活用した水産物
（生鮮、冷凍もの）の移出及び移入に
かかる海上輸送費等を支援すること
で、農林水産物の競争力の強化及び
販路拡大につなげる。

Ｒ２実績　276,657

Ｒ３実績　254,941

Ｒ４実績　257,519

4 新規漁業就業者漁業経費支
援事業

独立して漁業を開始した者の円滑な
漁業定着と漁業経営の安定化を目的
として、漁業経営に必要な経費を支援
する。

独立後間もない新規漁業就業者につ
いて、燃油や漁業経費の支援を行うこ
とで出漁意欲の向上を図る。

Ｒ２実績   13,747

Ｒ３実績　　6,300

Ｒ４実績　　5,854

3 産官学連携交流事業

長崎大学水産学部に叡知と五島の豊
かなフィールドを連携させることによ
り、五島市水産業の新たな成長に繋
げる。

五島市における水産養殖、水産加工
の研究等に取り組み、五島の水産振
興に資する人材の育成・確保を図る。

Ｒ２実績　　　　　0

Ｒ３実績　        0

Ｒ４実績　        0

2
離島漁業再生支援交付金事
業
（漁船取得リース事業）

　新規就業者が研修終了後に漁業に
就業する際に使用する漁船について、
漁協がリース漁船を購入する場合に
支援する。

新規漁業就業者の初期投資経費を抑
え、円滑な漁業への定着を図るととも
に、地域において漁業後継者育成を
図る。

Ｒ２実績　167,884

Ｒ３実績　20,257

Ｒ４実績　37,556

実績（ｔ） 7,587 8,282 10,093

1 新規漁業就業者育成確保事
業（独立型）

新規就業者のための受け皿体制づく
りや、指導者による漁業研修期間（最
長２年間）の研修生に対する生活支
援、再研修への支援を行う。

漁家子弟やＵＩターン者に漁業技術を
習得させ、地域に根付くことで、漁業
後継者の増加と漁村の活性化を図
る。

Ｒ２実績　24,244

Ｒ３実績　25,538

Ｒ４実績　27,234　

事業
番号

事務事業名 事業内容

マグロ出荷量
目標値（ｔ） 2,000 2,000 2,000 2,000

事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

輸送コスト支援事
業の出荷量

目標値（ｔ） 5,424 5,532 5,643 5,756 5,872
事業実績数値 A

10

2,000 長崎県水産加工
流通課調査 A

実績（％以上）

実績（ｔ） 1,606 2,652 2,111

新規就漁者数
（独立型）

目標値（人） 4 4 4 4

中核的漁業者の
所得向上率

目標値（％以上） - - - -

年度 R2 R3 R4 R5 R6

実績（人） 4 7 3

4
研修修了生 C

戦略プロジェクト Ⅰ-２ 水産業振興プロジェクト
所属課 水産課

重 点 事 業 Ⅰ-２-１ 経営基盤の強化

実績の積算根拠 評価

６



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

実績の積算根拠 評価

3
離島漁業再生支援交付金事
業（磯焼け対策、イカ柴産卵
床設置等）

市が策定する漁業集落活動促進計画
の内容に基づき、集落協定を締結し
た漁業集落に対し集落活動を支援す
る。

集落構成員が漁場の生産力向上や
創意工夫を活かした取組を実施する
ことで、漁業活動が継続展開され、漁
村が活性化される。

Ｒ２実績　145,35１

Ｒ３実績　149,596

Ｒ４実績　151,722

◆令和５年度は、２漁港と１漁港海岸を実施予定であり、令和５年度～令和１０年度の６箇年で５漁港と１漁港海岸の実施を計画している。
◆平成３０年度からスタートした実証事業も最終年度となり、令和３年度の実績をもって地域に応じた藻場回復手法のマニュアルである五島市モデ
ルが構築された。令和４年度から、その手法に沿った普及・取組による藻場の面積拡大を目指している。

4 五島市藻場を活用したカー
ボンニュートラル促進事業

・五島市の藻場状況について研究を行い、CO₂削減
を促進する上での課題抽出、調査研究活動を実
施。
・企業努力で削減できないCO₂排出量を藻場再生活
動への出資により相殺するクレジット認証制度につ
いての調査研究を実施。
・植食性生物の駆除活動や母藻の供給活動など実
績のある「五島モデル」を他地区へ横展開するとと
もに「磯焼けバスターズ」を形成し、地区を超えた磯
焼け対策を実施。

五島市では、磯焼けと呼ばれる藻場の消
失現象が続いている。藻場は多くの水生生
物の生活を支え、産卵や稚仔魚に生育の
場を提供する役割があり、またCO₂を吸収
し固定する効果はブルーカーボンと呼ば
れ、新たなCO₂吸収源として期待されてい
る。そこで、五島市独自のクレジット認証制
度の創設や、さらなる藻場再生活動を実施
することで、持続可能な海洋資源の確保を
図る。

Ｒ２実績　　　－

Ｒ３実績　13,571

Ｒ４実績　　8,296

◆漁協からの要望を受け、毎年１漁港以上の改良事業に取り組んでいる。令和２年度は久賀島漁港を完了、令和３年度は継続して大浜漁港を実
施し、増田漁港海岸に着手、令和４年度は継続して大浜漁港を実施、倭寇漁港、新椛島漁港に着手することができた。
◆磯焼け対策は漁場環境の回復を目指すためにも必要な施策の一つとなっている。平成３０年度に五島市磯焼けアクションプランを作成してお
り、本計画の確実な実施に向け、漁業者、漁協、民間事業者等が連携し取り組んでおり、計画以上に藻場面積の回復が進んでいるところである。

1
農山漁村地域整備交付金事
業（漁村再生事業、海岸保全
事業）

・久賀島漁港（蕨地区）の用地舗装
A=6,132㎡（R2完了）
・大浜漁港（大浜・増田地区）の突堤
新設、防波堤改良工事　１式（R2～R4
予定）
・増田漁港海岸の護岸（改良）工事
１式（R3～R5予定）
・倭寇漁港（女亀地区）の用地舗装
A=2,060㎡、突堤、護岸改良工事　1
式（R4～R6予定）
・新椛島漁港（伊福貴地区）の防波
堤、護岸改良工事　1式、浮さん橋改
良　1基（R4～R8予定）

【漁村再生事業】
突堤新設や護岸、浮さん橋の改良、用地舗
装や防風フェンスの整備などを行い、漁港
利用者の安全確保と快適な就労環境の創
出及び水産物の生産性の向上を図る。

【海岸保全事業】
越波防止を目的とした護岸の改良を行うこ
とにより、背後集落の生命財産を守るととも
に、緊急時の道路交通環境の安全性向上
を図る。

Ｒ２実績　104,800

Ｒ３実績　91,457　

Ｒ４実績　284,985　

2

五島市藻場回復等総合対策
事業
（五島市磯焼け対策人材育
成事業）

民間事業者等が持つ新しい藻場回復
技術を公募のうえ実践し、その効果を
総合的に検証する。また、検証された
藻場回復技術を市内各地域に普及さ
せる。

市内各地域の実態に適応した藻場回
復手法を普及し、藻場の維持・回復を
図る。
磯焼け対策五島モデルの普及・横展
開により、磯焼け対策の普及を図るこ
とを目的として磯焼け対策人材育成
事業を実施する。

Ｒ２実績　11,999

Ｒ３実績　13,999

Ｒ４実績　 9,986

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

3.0
事業実績集計 A

実績（ha） 2.4 13.8 18.2

2.5藻場の回復面積
（累計）

目標値（ha） 1.0 1.5 2.0

1
事業実施漁港数 A

実績（箇所/年） 2 1 1.5

0漁港整備改良箇所
数

目標値（箇所/年） 0 0.5 0.5

R6

戦略プロジェクト Ⅰ-２ 水産業振興プロジェクト
所属課 水産課

重 点 事 業 Ⅰ-２-２ 生産基盤の整備

年度 R2 R3 R4 R5

７



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

2 大都市圏販路拡大事業

東京・福岡事務所と連携し、未利用魚
を含めた水産物（加工品含む）の総合
的な魅力発信と認知度向上及び販路
拡大に取り組み、都市部での営業活
動等を強化する。

東京・福岡事務所との連携を図ること
で、大都市部での新たな販路開拓が
進められることにより、漁家所得向上
につなげる。

Ｒ２実績　174

Ｒ３実績　106

Ｒ４実績　1,249

実績（人） 2,043

漁師食堂の
利用者数

目標値（人） 4,300 4,600 4,900 5,200
C

◆令和４年度までに認定された２５名の「五島〆の匠」が集まり、講習会や鮮度技術の開発などの研修活動を行い、技術の向上に
努めた。販路拡大については、コロナの影響で展示会等が中止となり、PR等の活動が十分にできなかった。ただし、長崎大学の協
力を得て、〆の手順の統一化を図るための検証を行った。また、漁連との連携を強化することが可能となったことで、新たな出荷体
制等の構築を進めることができた。次年度以降も、引き続き漁協職員を含めた認定者の拡大や販売体制の構築に努めたい。
◆磯焼け対策の一環として、未利用魚の商品化を図るため、加工品の研究を行った。美味い商品作りやその原料の確保など課題
は多い。引き続き、商流等の構築を検討する必要がある。
◆市場における魚価高騰（ブランド化）について調査を行い基準設定や継続的な出荷・PR活動が必要であるとの意見等を聴取し
た。
◆漁師食堂は、平成３０年度は４，０９１名の受入を行い、旅行業の関係者からも高評価を受け、令和元年の１２月まで順調に利用
者も拡大していたが、コロナの影響から令和２年の１月を境にキャンセルが相次いだ。令和４年度もコロナの影響からの完全なる回
復には至っておらず、令和４年度は約１３００人の受入にとどまった。

◆五島〆の取り組みと大都市圏における販路拡大事業については、水産物の付加価値化を図るためのブランド化や販路拡大に無
くてはならない取り組みであるため、五島〆については匠の育成を、販路拡大については五島〆で処理された鮮魚を中心とした商
談を引き続き進めていく。また、長崎大学の協力を得て、五島〆の売りの「見える化」を進め、数値等による差別化を図る。
◆未利用魚については、価格や供給、加工など様々な諸問題があるため、引き続き、漁業者、漁協、加工事業者と協議を重ねなが
ら商流の構築を目指す。
◆五島鮮魚のブランド化については、引き続き市場意見等を聞きながら、関係機関と協議し、魚価高騰に向けた取り組みを検討して
いく。
◆漁師食堂は、コロナの影響から厳しい状況であるが、旅行会社や観光部署との連携を図りながら、コロナ対策の支援策の情報提
供やコロナ回復後に向けた営業活動等への支援を行っていく。

3

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

1
五島鮮魚出荷技術向上対策
事業（五島〆）

鮮魚の鮮度保持に高い知識と技術を
有すると認められる者を「五島〆の
匠」として認定し、その認定者が基準
に則した鮮度保持方法を行った鮮魚を
「五島〆」として販売する。

「五島〆の匠」として人を認定すること
による差別化でブランド化を図り、販
路拡大と所得向上につなげる。

Ｒ２実績　1,052

Ｒ３実績　1,581

Ｒ４実績　1,857

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

30 五島〆会からの
報告 B

5,500
事業者からの報告

実績（人） 21 23 25

565 1,296

新たな加工・販売施
設の整備件数（累
計）

目標値（件） 6 7 8 9

五島〆の匠の
人数（累計）

目標値（人） 20 23 26 28

年度 R2 R3 R4 R5 R6

実績（件） 4 9 9

10
事業実績集計 A

戦略プロジェクト Ⅰ-２ 水産業振興プロジェクト
所属課 水産課

重 点 事 業 Ⅰ-２-３ 加工品開発と販売・地産地消の推進

実績の積算根拠 評価

８



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　五島市物産振興協会の売上額について、令和４年度は新型コロナウィルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用
し「五島産品販売促進事業」を実施することで、ネット販売売上が増加した。また、コロナの影響緩和により百貨店で
の物産展やイベント等の開催数が増加となり、前年度の売上を上回る結果となったが、卸事業における取引先店舗
数がコロナ前の数までは回復しておらず、目標値を下回る結果となった。
　前年度と比較して売上高が増加した五島市物産振興協会会員の割合は、コロナの影響緩和により売上が増加した
会員が増えた。
　新たな加工品開発件数については、NHK連続テレビ小説「舞いあがれ！」に関連した新商品開発もあり、今年度も
目標を上回る結果となった。

　新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行に伴い、行動制限緩和となることから、百貨店での物産展
やイベント開催数を増やし、テレビドラマ等を活用した商品の開発や販売を行い、五島産品のブランド化を
図る。また、需要が増えている個人消費者をターゲットとした新規の通販事業者等を商談会で確保し販売
に繋げる。

5

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

4 マッチング支援事業

大都市圏及び市外の百貨店
等のバイヤーや料理人を招聘
し、地元生産者との商談を実
施する。

新商品の開発や販路開拓・拡
大につなげる。

Ｒ２実績　1,847

Ｒ３実績　4,159

Ｒ４実績　　　-

3 五島フェア開催事業

大都市圏の百貨店、スーパー
や飲食店などで、五島の産品
を取り扱ってもらうために五島
フェアの開催を働きかける。

五島産品を生産または加工販売
をしている事業者の五島市外で
の販路獲得、売上の増加につな
げ、雇用の拡大を図る。

Ｒ２実績　10,921

Ｒ３実績　11,346

Ｒ４実績　　　-

2
五島産品販売促進事
業

送料無料・商品代1/3補助し
た五島産品詰め合わせセット
をネットを使い販売

コロナ過の中、売上が低迷し
ている市内物産事業者の売
上確保を図る。

Ｒ２実績　17,990

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　11,465

実績（件） 45 77 84

1
五島産品プロモーショ
ン強化事業

百貨店や飲食店などのバイ
ヤーや料理人を招聘し商談。
都市圏での五島フェアの開催
を働きかける。

五島市内生産者の販路獲得、売
上増加、雇用の拡大を図る。

Ｒ２実績　　　-

Ｒ３実績　　　-

Ｒ４実績　11,495

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

新たな加工品の開
発件数（累計）

目標値（件） 43 53 63 73

75.0 各物産事業者への
聞取り A

80 市物産振興協会へ
の聞取り A

実績（％） 10.1 66.7 76.3

五島市物産振興協
会の売上額

目標値（千円） 335,000 342,000 348,500 355,000

前年度と比較して売上
高が増加した五島市物
産振興協会会員の割合

目標値（％） 75.0 75.0 75.0 75.0

年度 R2 R3 R4 R5 R6

実績（千円） 272,151 218,892 228,847

362,000 市物産振興協会実
績報告書 C

戦略プロジェクト Ⅰ-３ 物産・ブランド振興プロジェクト
所属課 文化観光課

重 点 事 業 Ⅰ-３-１ ブランド化支援

実績の積算根拠 評価

９



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

【大都市圏での市産品取引店舗数、大都市圏バイヤー招聘による取引成約件数、集荷システム構築による売上
高】
コロナの影響緩和により、徐々に新規取引先の確保ができたが、これまでの廃業や休業となった取引店舗数を上
回るだけの確保には至っておらず、目標を下回る結果となった。招聘については、コロナの影響緩和によりバイ
ヤー招聘が実施可能となり、取引成約件数は目標を上回る結果となった。集荷システム構築による売上について
は、コロナの影響により大口取引先からの注文が無くなったが、小口取引先への営業を強化した事から目標値を
上回る結果となった。

【ふるさと納税返礼品取引額】
令和3年度10月からふるさと納税業務を外部委託しており、ポータルサイトの魅力化や定期便数増加など寄附獲
得増加に向けた施策を行ってきたことが寄附額の拡大に繋がった。また、令和4年度は、NHK連続テレビ小説「舞
いあがれ！」など多くのメディアに五島市が取り上げられたことにより、五島市への注目度が上がったことなどを
要因として、寄附額が過去最高額となり、目標額を大きくクリアすることができた。

【大都市圏での市産品取引店舗数、大都市圏バイヤー招聘による取引成約件数、集荷システム構築による売上
高】
コロナの影響緩和により、島外への自由な営業活動が実施可能となることから、「五島産品プロモーション強化事
業」、「五島産品出荷受付事業」を活用し、バイヤー等の招聘や商談会への参加を積極的に行い、新規取引店舗
数を増やし、五島市産品の拡大を図る。

【ふるさと納税返礼品取引額】
令和4年度は、NHK連続テレビ小説「舞いあがれ！」など多くのメディアに五島市が取り上げられたことにより、五
島市への注目度が上がったことなどを要因として、寄附額が過去最高額となり、目標額を大きくクリアすることが
できた。令和5年度以降は、外的要因に左右されることがないように下記取り組みを実施し、寄附額の拡大に努
めていきたい。
●ふるさと納税返礼品登録事業者の拡大
●ふるさと納税返礼品数の拡大

5 ふるさと納税推進事業

五島市を応援したい方々からインター
ネット上のふるさと納税ポータルサイト
内で広く寄附を募るとともに、寄附者
に対しお礼品の送付を行う。

寄附金増加による歳入確保、
市内事業者の売上拡大及び、
寄附金の活用による地域活性
化に寄与する。

Ｒ２実績　131,428

Ｒ３実績　146,869

Ｒ４実績　

4 マッチング支援事業

大都市圏及び市外の百貨店
等のバイヤーや料理人を招聘
し、地元生産者との商談を実
施する。

新商品の開発や販路開拓・拡
大につなげる。

Ｒ２実績　1,847

Ｒ３実績　4,159

Ｒ４実績　　　-

3 五島フェア開催事業

大都市圏の百貨店、スーパーや
飲食店などで、五島の産品を取り
扱ってもらうために五島フェアの
開催を働きかける。

五島産品を生産または加工販売
をしている事業者の五島市外での
販路獲得、売上の増加につなげ、
雇用の拡大を図る。

Ｒ２実績　10,921

Ｒ３実績　11,346

Ｒ４実績　　　-

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

55,000
財務会計執行状況 A

2

島外への集荷受発注
運用事業（R4事業名：
五島産品出荷受付事
業）

市内に構築した集荷システム
を運用し、市内から大都市圏
までの新たな物流体制を構築
する。

輸送費の縮減と安定供給体
制の確立を進め、販路拡大を
促進する。

Ｒ２実績　7,138

Ｒ３実績　8,738

Ｒ４実績　15,048

1
五島産品プロモーショ
ン強化事業

百貨店や飲食店などのバイ
ヤーや料理人を招聘し商談。
都市圏での五島フェアの開催
を働きかける。

五島市内生産者の販路獲得、売
上増加、雇用の拡大を図る。

Ｒ２実績　　　-

Ｒ３実績　　　-

Ｒ４実績　11,495

ふるさと納税返礼
品取引額

目標値（千円） 51,000 52,000 53,000 54,000

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

実績（千円） 12,594 10,306 44,208

実績（千円） 88,360 89,083 205,351

集荷システム構築
による売上高

目標値（千円） 25,000 28,000 30,000 33,500

60 マッチング支援事業・
招聘事業による取引
実績

A

37,000 島外への集荷受発注
運用事業における売
上高

A

実績（件） 55 42 77

大都市圏（東京、福
岡）バイヤー招聘によ
る取引成約件数

目標値（件） 55 56 57 58

年度 R2 R3 R4 R5 R6

150 市物産振興協会への
聞取り C

実績（件） 122 115 121

戦略プロジェクト Ⅰ-３ 物産・ブランド振興プロジェクト
所属課

文化観光課
政策企画課

重点事業 Ⅰ-３-２ 販路拡大支援

大都市圏（東京、福
岡）での市産品取
引店舗数

目標値（件） 140 142 145 148

実績の積算根拠 評価
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

【誘致企業数、誘致企業従業員】
新型コロナの影響で令和3年度まで活動が誘致活動ができなかったことが大きく影響した。そのような状況であったも
のの、令和3年度は0件であった企業の市内視察を令和4年度は5件受け入れることができたので今後につながること
が期待される。
誘致企業の従業員については、横ばいで推移しているが、1社については高校新卒者3名を雇用するなど今後も期待
が持てる。

【高校生新卒者地元就職者数】
合同企業説明会、PR動画作成などを実施し、新卒者の地元就職確保に努めたが、新卒者の進路が進学傾向にあり、
目標の達成はできなかった。

【特定地域づくり事業協同組合】
　R3年4月1日から派遣職員2名、組合員企業17者の体制で事業を開始した五島市地域づくり事業協同組合は、R4年
度末現在で派遣職員11名、組合員企業23者で実施しており、人材確保と正規雇用を増やす観点からも必要であり、
今後も継続して実施していく事業である。

【誘致企業数、誘致企業従業員】
企業誘致については、視察の受け入れを順次再開し、令和5年度の新規事業である企業誘致プロモーション事業を活
用し誘致実現につなげる。
従業員については、市内で開催される企業説明会などへの積極的な参加を促すとともに、中学、高校などへの出前講
座による誘致企業の紹介や、企業との情報交換などを行うことで、正規雇用者の増につなげる。

【高校生新卒者地元就職者数】
新卒者の進路が進学傾向にあり、地元就職者数が増加しないが、若年層へのアプローチとして、これまで同様に地元
企業や産業の魅力を紹介し、五島で働く魅力を伝える「出前講座」の実施や、企業ガイドブック、企業PR動画の製作、
及び、企業訪問バスツアーを実施することで地元企業を知ってもらい、進路の選択肢の一つになるよう取り組んでい
く。

【特定地域づくり事業協同組合】
　市内における人手不足の状況は継続しており、本組合に対する事業者からの期待は高い。また、市外からの移住希
望者においても、五島市内にどのような仕事があるのか分からず、市内の職場を幅広く経験できる派遣職員に関心を
占める方は多く、本組合の継続的な運用は不可欠であることから、市としても組合に対し運営支援を行っていく。

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

1 五島市地域づくり
事業協同組合 A

2
Ｒ２実績
Ｒ３実績　
Ｒ４実績　

1
企業立地及び雇用
促進事業

市の指定企業となること
で、固定資産税の免除や、
雇用助成金の交付を受け
ることができる。

市内外企業の工場等の立地
を促し、雇用の拡大に繋げ
る。

Ｒ２実績　27,342

Ｒ３実績　13,600

Ｒ４実績　8,850

法令に基づく派遣事
業実施団体の組織化
（累計）

目標値（団体） 0 1 1 1

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

実績（人） 34 24 23

実績（団体） 1 1 1

高校生新卒者
地元就職者数

目標値（人） 35 37 39 41

128
㈱ﾃﾞｨｰｿﾙHPI（20）、㈱
CSﾌﾟﾚﾅｰ（1）、㈱ｼｽﾌﾟﾛ
（H24撤退）、㈱中本製麺
（8）、㈱ﾋﾞｰｲﾝｸﾞDC（37）
、NCD㈱（7）

C

43 五高（2）、五高定時制
（1）、海陽（10）、五島南
（7）、奈留（1）、鶴南（2）

C

実績（人） 76 73 72

誘致企業従業員（正
社員）数

目標値（人） 72 78 98 105

年度 R2 R3 R4 R5 R6

9 ㈱ﾃﾞｨｰｿﾙHPI、㈱CSﾌﾟﾚ
ﾅｰ、㈱ｼｽﾌﾟﾛ（H24撤
退）、㈱中本製麺、㈱ﾋﾞｰ
ｲﾝｸﾞDC 、NCD㈱

C
実績（件） 6 6 6

戦略プロジェクト Ⅰ-４ 企業誘致・地場産業振興プロジェクト
所属課 商工雇用政策課

重 点 事業 Ⅰ-４-１ 企業誘致と就業支援

誘致企業数（累計）
目標値（件） 7 7 8 8

実績の積算根拠 評価

１１



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

2
Ｒ２実績　
Ｒ３実績　
Ｒ４実績　

実績（社） 未実施

経営コンサルタン
ト活用事業所数

目標値（社） 5 6 8 8
A

【起業・創業件数、中小企業振興資金新規貸付による新規雇用者数】
　令和4年度は雇用機会拡充事業による創業が6件で新規雇用11名が創出された。また、中小企業振興資金新規貸
付をおこなった事業者のうち、新規雇用状況が把握できる6事業者（創業・事業拡大）の新規雇用者数は16名であっ
た。今後も雇用機会拡充事業等を活用し、創業・事業拡大の支援をしていく。

【経営コンサルタント活用事業所数】
　令和3年度は、雇用機会拡充支援事業を活用している事業者のうち、雇用未達成事業者に対してキャリアコンサルタ
ントを派遣して雇用環境を改善する事業を実施。
令和4年度は、前年度（R3年度）雇用機会拡充支援事業の実施者に対して経営コンサルタントを派遣し、事業実施状
況の把握・分析と、当初事業計画に沿った雇用計画達成に資する事業を行ったため、活用事業所数＝派遣事業所数
として算定した。

【起業・創業件数、中小企業振興資金新規貸付による新規雇用者数】
　令和5年度は第1回採択時点で3件の創業（うち1件は継続）計画が採択されており、第2回公募も実施することから、
例年並みの創業がなされることが見込まれる。今後、起業・創業を目指す事業者等に対して、雇用機会拡充事業等を
活用することで、起業・創業の促進を図る。

【経営コンサルタント活用事業所数】
　雇用機会拡充支援事業を活用した事業者に対し、事業計画に沿った事業実施や雇用達成に向けた翌年度以降の
フォローアップは必要であるため、R5年度も引き続き特定有人国境離島法に基づく雇用機会拡充事業の調査費を活
用して、経営コンサルタント派遣事業を実施する。

3
Ｒ２実績　
Ｒ３実績　
Ｒ４実績　

1
国境離島地域維持補
助金（雇用拡充）

市内での創業及び事業拡大
行う事業者を支援し、雇用創
出する。

特定有人国境離島地域にお
ける持続的な居住が可能とな
る環境の整備を図り、雇用を
創出する。

Ｒ２実績　378,786

Ｒ３実績　297,518

Ｒ４実績　317,811

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

45 中小企業振興資金新規
貸付先のうち当年度雇用
機会拡充事業実施者

A

10 経営コンサルタント（キャ
リアコンサルティング）派
遣先事業数

実績（人） 61 66 72

6 30

起業・創業件数
（累計）

目標値（件） 15 17 19 22

中小企業振興資金新
規貸付による新規雇
用者数（累計）

目標値（人） 45 45 45 45

年度 R2 R3 R4 R5 R6

実績（件） 22 26 32

33 雇用機会拡充事業活用
事業者のうち創業した者 A

戦略プロジェクト Ⅰ-４ 企業誘致・地場産業振興プロジェクト
所属課 商工雇用政策課

重 点 事 業 Ⅰ-４-２ 創業支援・経営力強化

実績の積算根拠 評価
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

【実証事業にかかる企業数】
　九電みらいエナジー（株）を事業代表とする奈留瀬戸での１ＭＷ級潮流発電機の実証事業が、令和4年度
から7年度の4か年にかけて実施される。
【浮体式洋上風力発電設備容量】
　環境省実証事業後に平成２８年３月から商用運転が開始され、五島フローティングウィンドパワー合同会
社が維持管理を行いながら順調に発電されている。
【クリーンエネルギー車の普及台数】
　環境省の事業により平成２２年から導入して少しずつではあるが台数は増えている。
【再生可能エネルギー関連企業の従業員数】
　浮体式洋上風力発電事業をはじめ、風車メンテンナンスや小売電気事業などで参入企業が増えており、
従業員数は増えている。

【実証事業にかかる企業数】
　令和４年１月に、環境省の「潮流発電による地域の脱炭素化モデル構築事業」公募が行われ、九電みらい
エナジー（株）を事業実施主体とする提案が採択された。事業の概要は以下のとおり
＜実施場所：五島市奈留瀬戸、発電規模：１,１００KW潮流発電機1基、実施期間：令和４年度～令和７年度、
予算規模：令和４年度は６．５億円、今後スケジュール：令和４年度：機器設計、発電機の部材、部品製造・
調達を開始、令和５年度：５００KW発電機を引き揚げ（秋季予定）、令和６年度：国内改造、再設置（夏季予
定）、発電開始（実証運転開始）、令和７年度：実証運転終了後、機器回収＞
【浮体式洋上風力発電設備容量】
　再エネ海域利用法に基づく事業者が令和３年６月に選定され、８基程度のウィンドファームを建設し、令和
６年１月の供用を開始することで工事を進めてきたが、製作中の浮体構造部2基において使用部材の不具
合が発見され、再建造することが決定。当初計画の令和６年１月運転開始を見直し、現在、新しいスケ
ジュールを設定中である。
【クリーンエネルギー車の普及台数】
　本市においては、地球温暖化対策法に基づき、温室効果ガスの排出削減を推進する地球温暖化対策実
行計画で、公用車の更新時に、低燃費車、ハイブリッド車、電気自動車の導入を検討するとしており、今後
はガソリン車の更新時に合わせて、原則、電気自動車を導入する見込みである。
【再生可能エネルギー関連企業の従業員数】
　潮流発電の商用・実用化が実現されればさらに関連企業が増えることが見込まれる。

2
雇用機会拡充支援事
業

再生可能エネルギー関連企業へ
の事業拡大や新規参入企業に対
して、新規雇用者の人件費及び
設備費等を支援する。

安定的で良質な雇用機会の
増大を促進する。

Ｒ２実績　18,000

Ｒ３実績　18,000

Ｒ４実績　　9,000

実績（人） 89 94 96

1
電気自動車導入促進
事業

五島市ＥＶ・ＩＴＳ実配備促進協議
会に対して、急速充電器の設置
及び撤去費、電気使用料や修繕
料などの維持管理費を助成す
る。

観光関連事業者等と連携して、
電気自動車を活用した環境にや
さしい観光先進地を目指すことで
観光振興に寄与する。

Ｒ２実績　1,188

Ｒ３実績　4,788

Ｒ４実績　2,276

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

再生可能エネルギー
関連企業の従業員数
（累計）

目標値（人） 89 94 97 100

160 五島市税務課（軽自動車
税登録）及び長崎県税務
課（乗用車）の調査

B

104 各事業者への聞
き取り B

実績（台） 144 146 145

クリーンエネルギー車
の普及台数（累計）

目標値（台） 140 145 150 155

20 崎山沖２ＭＷ浮体
式洋上風力発電所
（H28.3月～）

C
実績（MW） 2 2 2

実証事業数
（累計）

目標値（件） 1 1 2 2

浮体式洋上風力発
電設備容量（累計）

目標値（MW） 2 2 20 20

年度 R2 R3 R4 R5 R6

実績（件） 2 2 3

2

①【環境省】低炭素
型浮体式洋上風力
発電低コスト化・普
及促進事業（H28～
R2）終了②【環境
省】潮流発電技術
実用化推進事業
（H28～R3）終了
③【環境省】令和４
年度潮流発電によ
る地域の脱炭素化
モデル構築事業

A

戦略プロジェクト Ⅰ-５ 再生可能エネルギー産業・次世代産業創出プロジェクト
所属課 未来創造課

重点事業 Ⅰ-５-１ 再生可能エネルギー産業の創出

実績の積算根拠 評価
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

【技術開発等に関する実証事業誘致件数】
　再生可能エネルギー分野先端技術開発支援事業を公募したところ２者の応募があり、先端技術を活用し
た取り組みを支援した。
①風力発電メンテナンスにおける現地作業の効率化及び技術者の適切な配置に資するシステムの開発
②電力需要家のレジリエンス向上と小売電気事業者の仕入れ価格低減を目指したＤＲ（需要側の節電行
動）システムの開発

【ドローン等サービス創出数】
「㈱そらや」「そらいいな㈱」の2社の創業実績があることから、一定の成果をあげたといえる。

3

1
再生可能エネルギー分
野先端技術開発支援
事業

再生可能エネルギー分野にお
いて、AIやIoTなどの先端技術
を活用した取組を実施する事
業者を支援する。

先端技術を活かした新たな産
業振興を図る。

Ｒ２実績　14,059

Ｒ３実績　15,000

Ｒ４実績　10,330

【技術開発等に関する実証事業誘致件数】
　再生可能エネルギー分野先端技術開発支援事業について、令和4年度中に企業版ふるさと納税を県市
合わせて200万円を確保できれば、2年間自動的に事業を継続することが出来る地方創生推進交付金イン
センティブ制度を活用し、令和5年度及び6年度まで引き続き当該事業を継続する。

【ドローン等サービス創出数】
ドローンi-Landプロジェクトについては令和4年度で終了したことから、今後のドローン関連の取組みについ
ては未来創造課のスマートアイランド担当部署により担うこととなる。創業した2社の事業継続が可能となる
よう行政として支援する必要がある。

Ｒ２実績　
Ｒ３実績　
Ｒ４実績　

2
ドローンi-Landプロジェ
クト

・無人物流実証事業

地域課題の解決の手段として、ド
ローン等ICT技術を活用する。そ
の先にドローン等による新たな産
業及び雇用を創出を図る。

Ｒ２実績　7,732

Ｒ３実績　38,117

Ｒ４実績　13,446

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

1 ㈱そらや
そらいいな㈱ A

実績（件） 0 1 2

0ドローン等サービ
ス創出数（累計）

目標値（件） 0 1 0

4 先端技術開発支援
事業選定事業者
（R2～R6）

A
実績（件） 2 2 2

1技術開発等に関す
る実証事業誘致件
数（累計）

目標値（件） 1 1 1

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

戦略プロジェクト Ⅰ-５ 再生可能エネルギー産業・次世代産業創出プロジェクト
所属課

未来創造課
商工雇用政策課

重 点 事 業 Ⅰ-５-２ 次世代産業の創出
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況

目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．総評

３．今後の取組方針

【観光入り込み客数】
　平成30年７月の「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」の世界文化遺産登録により、その構成資
産である「久賀島の集落」と「奈留島の江上集落（江上天主堂とその周辺）」が所在する本市の観光入込客
数は、平成30年、令和元年と２年連続して過去最高を記録した。
しかし、令和２年１月以降、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う観光需要の大幅な減少等により本市
の観光は甚大な影響を受け続け、令和３年の観光入込客数は、過去最大幅に落ち紺んだ令和２年からさ
らに減少した。
  新型コロナウイルス感染症の影響は依然としてあったものの、「ながさきで心呼吸の旅キャンペーン」等や
五島市独自の宿泊助成制度である「”今だ!!五島へ行こう‼”旅キャンペーン」の効果もあり、令和４年中に五
島市を訪れた観光入込客数は166,979人で、前年と比べて48,538人の増（対前年比41.0％の増）となり、過
去最高だった令和元年の約66％まで回復した。

【延べ宿泊数】
　前年に引き続き新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたが、ビジネス需要に一定の回復がみら
れたこと、また、旅行支援に関する様々なキャンペーンが実施されたことなどにより、前年と比べて61,987人
の増（対前年比43.8％の増）となり大幅な回復となった。

【観光消費額】
　令和４年における観光消費額は73億1,725万円と推計する。
　新型コロナウイルス感染症拡大前の令和元年から２年連続で大きく減少していたが、観光入り込み客数、
延べ宿泊数の増加に伴い、観光消費額も回復傾向となった。

【観光入り込み客数、延べ宿泊数、観光消費額】
　NHK連続テレビ小説「舞いあがれ！」の放送を機に、五島市の知名度も高まっていることから、引き続き
観光PRの展開を行い、観光入り込み客数の増加を図る。
　滞在型観光推進事業により、滞在泊数の延長を促進し、富裕層向け旅行商品の展開やインバウンド向け
の施策により、観光消費額の増加を図る。

300
ＵＩターン者数の実績 CUIターン者数 （ワンス

トップ窓口利用者数） 実績（人） 204 226 252

目標値（人） 300 300 300 300

100.0
五島市観光統計調査 C

実績（億円） 46.1 44.4 73.2

99.0
観光消費額

目標値（億円） 91.0 94.0 97.0

210,000
長崎県観光統計調査 B

実績（泊） 126,371 141,661 203,648

208,000
延べ宿泊数

目標値（泊） 191,000 199,000 205,000

300,000
五島市観光統計調査 C

実績（人） 123,703 118,441 166,979

298,000観光入り込み客
数

目標値（人） 273,000 284,000 292,000

年度 R2 R3 R4 R5 R6
実績の積算根拠 評価

基 本 目 標 Ⅱ 五島の魅力を発信し、世界に誇れる“しま”をつくる 所属課
文化観光課
地域協働課
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　世界遺産関連ツアーを含む着地型旅行商品及び教育旅行の受入人数については、令和2年から続く新
型コロナウイルス感染症の影響により、目標を下回ったものの前年と比較すると回復の兆しが見られた。
　宿泊客１人あたりの延べ宿泊数についても、前年度より0.22ポイント減少したものの、目標値を上回ってお
り、旅行支援に関する様々なキャンペーンが実施されたことなどによる影響と考えられる。
　また、民泊許可軒数については、新規登録はあったものの、長引くコロナ禍の影響や高齢化等の理由に
よる廃業が多く、目標値を下回った。

　新型コロナウイルスも感染症法上の分類が５類になったことやNHK連続テレビ小説「舞いあがれ！」の放
送や「ばらかもん」のドラマ実写化等によるメディア露出が期待されることから、広報PRの強化により誘客に
務める。
　教育旅行についても、コロナ禍を経て、SDGｓへの関心等も高まっていることから、五島市独自の強みや
戦略的な営業を強化して、次年度以降の受入校数の増加に努める。

5

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

4

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

3

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

2
稼げる観光！五島アイ
ランドプロジェクト事業

体験型教育旅行の受入システム及び
特色のある体験プログラムの充実を
図ることで稼ぐ仕組みを構築する。

体験型観光による交流人口の拡
大を通して地域経済の活性化及
び体験型観光の産業化を図る。

Ｒ２実績　20,101

Ｒ３実績　19,140

Ｒ４実績　16,217

1
おもてなしのしま五島
プロジェクト事業

「五島列島おもてなし協議会」において、着
地型観光商品の造成や、新しい観光素材
の開発、ガイド向け研修、実証ツアーなどを
実施する。

滞在型観光の推進による宿泊
促進及び交流人口の拡大を
図る。

Ｒ２実績　10,296

Ｒ３実績　10,204

Ｒ４実績　11,737

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

5,000 市観光統計
（修学旅行） C

実績（人） 530 407 298
教育旅行受入人数

目標値（人） 4,350 4,500 4,650 4,830

100
受入実態調査 C

実績（軒） 85 77 78

民泊許可軒数
目標値（軒） 160 163 166 168

常時受入可能な民
泊軒数

目標値（軒） 80 85 90 95

実績（泊） 1.64 1.93 1.71

実績（軒） 162 146 143

170
保健所許可件数 C

宿泊客１人あたりの
延べ宿泊数

目標値（泊） 1.47 1.50 1.53 1.56

8,000 上記キリシタン物語、鬼
岳星空ナイトツアー、定
期観光バスの参加者数

C

1.60
市観光統計 A

実績（人） 3,355 3,350 6,543

着地型旅行商品の
利用客数（年度）

目標値（人） 7,300 7,500 7,700 7,850

年度 R2 R3 R4 R5 R6

4,000 世界文化遺産ツアー「五
島列島キリシタン物語」
参加者数

C
実績（人） 1,037 1,072 2,006

戦略プロジェクト Ⅱ-１ 観光による交流拡大プロジェクト
所属課 文化観光課

重 点 事 業 Ⅱ-１-１ 五島の魅力を活かした旅行商品・体験プログラムの造成

世界遺産関連ツアー
への参加者数

目標値（人） 3,700 3,800 3,870 3,940

実績の積算根拠 評価
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　令和４年度は、日本ジオパーク認定時に示された課題の解決を見据え、基本計画及びアクションプランに明記
した７つの活動をベースとした、さらなるジオパーク活動の進展を図る活動を進めた。
　［参考］ベースとなる７つ活動
　　　　　（１）ジオパーク学習の推進：学校でジオパーク学習、地域住民向けの講座や野外活動の実施
　　　　　（２）広報周知・普及啓発：広報誌やHP、SNS、地域ラジオを活用した情報発信、ノベルティの作成・配布
　　　　　（３）自然災害・気候変動への意識向上：ジオパーク学習への組み込み、地域へのヒアリング
　　　　　（４）ジオサイトの保全と活用：双子水晶保全策の実施、ジオサイト等の清掃・除草作業
　　　　　（５）学術研究の促進：五島市内での調査研究事業の支援、研究成果の還元
　　　　　（６）地域活動の推進：地域住民・団体の活支援
　　　　　（７）ジオツーリズムの促進・地域ブランド向上：ジオガイド育成、ジオ認定商品制度の構築・商品募集
　また、他地域のジオパークと積極的な交流・情報交換を行い、五島市内でのジオパーク活動の推進につなげた。
　さらには、ジオパーク活動の拠点施設となる「鐙瀬ビジターセンター」の施設整備や展示品の制作を進め、令和５年
３月末に完成（令和５年４月３０日リニューアルオープン）となった。

・日本ジオパーク認定時に示された課題の解決を念頭に、基本計画及びアクションプランに明記した７つの活動を
　ベースとした、さらなるジオパーク活動の進展を図り、ジオパークとしての効果を生み出す。
・令和５年春にリニューアルオープンする鐙瀬ビジターセンターをジオパーク活動の拠点として活用すべく、体験プロ
　グラムや情報発信体制の充実を図る。
・他地域のジオパークと積極的な交流による五島市内でのジオパーク活動の推進を図るとともに、日本ジオパーク
　ネットワークへの貢献を意識した事業を展開する。

5

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

4

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

3

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

2

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

1 ジオパーク推進事業

ジオツアーや市民向け講座の実施、
ジオガイド育成、解説板の整備、ジオ
サイト見直し、学校でのジオパーク学
習、情報発信、日本ジオパーク認定
に向けた準備等を行う。

講座や学校での授業、情報発信を
通じ地域資源の価値の理解が進
み、住民による活動や企業による
ツアー実施など、ジオパークを活
かした取組を増やす。

Ｒ２実績　11,165

Ｒ３実績　10,682

Ｒ４実績　15,907

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

80 参加者へのアンケート又
は聞き取り A

実績（％以上） 100 94.9 94.3

75講座及びジオツアー
参加者の満足度

目標値（％以上） 60 65 70

R3 R4 R5 R6

戦略プロジェクト Ⅱ-１ 観光による交流拡大プロジェクト
所属課 文化観光課

重 点 事 業 Ⅱ-１-２ ジオパークの仕組みを活かした取り組み

実績の積算根拠 評価
年度 R2
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　ガイド登録者数は、前年度より増加したものの、目標値を下回る結果となった。
　講習会受講者数については、前年度より大幅に増加したものの、目標を大きく下回った。ガイドの不足に
より、研修会等への参加よりもガイドアテンドの需要が高かった結果といえる。
　一方、コロナ対策としての接触の回避と作今のキャッシュレスブームにより、キャッシュレス設備の稼働事
業者数は目標を上回った。（確認中）
　また、来訪者の満足度や観光客のリピート意向については計画を大きく上回る結果となっており、各事業
者のおもてなしに関する取り組みが身を結んだものと言える。

　ガイドの高齢化、人材不足は喫緊の課題であり、引き続き各ガイド団体等と連携を図りつつ、真に必要な
ガイド数の把握や、ガイド人材の掘り起こし・育成、ガイド力の向上に取り組んでいく。

5
Ｒ２実績　
Ｒ３実績　
Ｒ４実績　

4
Ｒ２実績　
Ｒ３実績　
Ｒ４実績　

3
Ｒ２実績　
Ｒ３実績　
Ｒ４実績　

2
Ｒ２実績
Ｒ３実績　
Ｒ４実績　

1
おもてなしのしま五島
プロジェクト事業

「五島列島おもてなし協議会」におい
て、着地型観光商品の造成や、新し
い観光素材の開発、ガイド向け研修、
実証ツアーなどを実施する。

滞在型観光の推進による宿泊
促進及び交流人口の拡大を
図る。

Ｒ２実績　10,296

Ｒ３実績　10,204

Ｒ４実績　11,737

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

68.0 観光客アンケート調
査（五島列島おもてなし
協議会実施）

A
実績（％） 0 0 79.3

観光客リピート意向
目標値（％） 60.0 62.0 64.0 66.0

90.0 観光客アンケート調
査（五島列島おもてなし
協議会実施）

A
実績（％） 0 0 94.5

キャッシュレス設備の稼
働事業者数 （宿泊施設
及び観光協会会員）

目標値（社） 43 51 59 65

来訪者の満足度
目標値（％） 84.2 85.7 87.2 88.5

実績（人） 16 17 17

実績（社） 43 63 95

72 宿泊施設実態調査、
観光協会聞き取り A

世界遺産ガイド登
録者数

目標値（人） 22 24 26 28

250 五島列島おもてなし協議
会実施の研修会等及び
外国語講座の参加者数

C

30 世界文化遺産ツアー
「五島列島キリシタン
物語」登録ガイド数

C

実績（人） 0 59 139

受入のための講習会な
どの受講者数

目標値（人） 230 235 240 245

年度 R2 R3 R4 R5 R6

60 ガイド団体等への聞
き取り C

実績（人） 46 42 47

戦略プロジェクト Ⅱ-１ 観光による交流拡大プロジェクト
所属課 文化観光課

重 点 事 業 Ⅱ-１-３ 受入基盤の整備

観光ガイド登録者
数

目標値（人） 49 52 55 58

実績の積算根拠 評価
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、大型客船の入港は復活したものの、目標を下回る結果と
なった。「外国人観光客数」は前年度より増加したものの、目標を下回っている。
　なお、「外国人対応ガイド登録者数」は、人材の発掘・育成の機会創出が困難であったが、昨年度の数値
を維持することができた。

　インバウンド受入の本格的な再開を見据えつつ、県と連携を図りながら欧米豪や東アジアのターゲットご
とに当市の魅力を発信するとともに、観光施設の多言語化を進めていく。大型客船誘致についても、船舶
会社及び旅行会社との連携を強化して、戦略的な営業を図る。
　また、市内事業者との連携を強化し、インバウンド受入体制を充実させるとともに、外国人対応ガイド人材
の発掘・育成に取り組んでいく。

5 大型客船誘致事業
五島市内に寄港する大型客
船のクルーズ事業者へ経費
の支援を実施する。

五島市内への寄港を促進し、
交流人口の拡大、島内周遊
及び島内消費の増加により、
観光物産の振興を図る。

Ｒ２実績　 65

Ｒ３実績 　65

Ｒ４実績　 518

4
在留外国人モニターツ
アー事業

在留外国人のうちターゲット地
域からの訪日旅行に詳しい専
門家やインフルエンサーを対
象に招聘旅行を実施する。

参加者のSNS等発信により五
島市の認知度向上を図るとと
もに、五島市の受入環境等に
係る課題を抽出する。

Ｒ２実績　　　－

Ｒ３実績　　5,993

Ｒ４実績　　　－　

3 インバウンド誘致業務

ターゲット地域からの誘客に
実績のある旅行会社、メディ
ア等のうち国内にその拠点の
あるものを招致する。

五島市の強みとなる観光資源
の磨き上げや、情報発信、受
入環境の整備を図る。

Ｒ２実績　　　－

Ｒ３実績　　6,983

Ｒ４実績　　3,000

2
外国人向け情報発信
事業

国際交流員と連携して、自然・
歴史文化・体験プログラム等
をSNS等により海外に広く発
信する。

五島市の認知度向上及びイン
バウンド需要の拡大を図る。

Ｒ２実績　　2,493

Ｒ３実績　　3,144

Ｒ４実績　　4,999

1
外国人観光客誘致事
業

旅行会社等との外国人観光
客送客に応じた委託業務、旅
行会社等への営業活動及び
ツアー助成支援を実施する。

団体・個人旅行の旅行商品造
成及び誘客促進、外国人観光
客の増加を図る。

Ｒ２実績　　2,000

Ｒ３実績　　2,000

Ｒ４実績　　409

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

5 ガイド団体等からの聞
き取り C

実績（人） 3 3 3

外国人対応ガイド
登録者数

目標値（人） 3 4 4 5

大型船誘致数
目標値（隻） 4 5 5 5

外国人観光客数
目標値（人） 1,840 1,880 1,920 1,960

実績（隻） 0 0 2

実績（人） 182 159 264

5
大型客船入港実績 C

3,000 市観光統計＜外国人
宿泊客実数＞ C

戦略プロジェクト Ⅱ-１ 観光による交流拡大プロジェクト
所属課 文化観光課

重 点 事 業 Ⅱ-１-４ セールス・プロモーション

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

・長寿介護課と連携し「福祉・介護業界限定オンライン企業説明会」を開催したり、他団体主催の大型移住
相談イベントに参加をするなど、新たな試みを行ったことで移住相談数増につながった。
・空き家バンクの運営を一部民間に委託したことで、成約件数増につながった。

・短期滞在住宅の運営管理の一部を民間に委託し、より移住相談や情報発信に注力できる環境を整え、移
住相談増及び移住者数の維持に取り組む。
・移住者同士が繋がったり、移住者と地域の方が触れ合うイベントを開催するなどして、移住者が定住しや
すくなるきっかけをつくり、定着率向上を目指す。
・空き家バンクの物件登録数を増やすため、NPO法人五島空き家マッチング研究所への空き家発掘業務
委託と並行して、市職員による発掘作業を実施し、物件所有者へのアプローチを行う。

5
移住支援金
（わくわく地方生活）

東京圏から移住した方に、長崎
県が定める移住支援事業、マッチ
ング支援事業及び創業支援事業
に基づく移住支援金を交付する。

五島市への移住及び定住の
促進並びに中小企業等にお
ける人手不足の解消を図る。

Ｒ２実績　 1,600

Ｒ３実績　 4,400

Ｒ４実績　 5,000

4
移住希望者定住支援
補助金

移住を希望する方が五島市
内での就職面接や起業調査
を行う場合の旅費の一部を助
成する。

UIターンによる転入者の増加
を図る。

Ｒ２実績　   429

Ｒ３実績　   227

Ｒ４実績　   889

3
奨学金返還支援助成
金

五島市で就労する35歳未満
の方の奨学金の返還費用の
一部を助成する。

若年層の定住の促進及び市
内の産業を担う人材の確保を
図り、人口減少対策を推進す
る。

Ｒ２実績　 9,789

Ｒ３実績  14,158

Ｒ４実績　17,451

2
子育て世帯等移住促
進事業補助金

定住する意思をもって転入す
る子育て世帯等を助成する。

移住希望者への住まい支援策を強化
することにより、本土と比較して地理
的環境が悪い離島においても移住し
やすい環境を整備する。

Ｒ２実績　 4,134

Ｒ３実績　 2,632

Ｒ４実績　 3,672

1
空き家活用促進事業
補助金

移住希望者へ空き家の情報を提
供する「五島市空き家バンク」へ
登録された物件の改修等に要す
る経費の一部を助成する。

移住希望者への住まい支援策を強化
することにより、本土と比較して地理
的環境が悪い離島においても移住し
やすい環境を整備する。

Ｒ２実績　14,829

Ｒ３実績　17,242  

Ｒ４実績　20,278

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

85.0 定着者数905人を
移住者数1,107人で
除した割合

B
実績（％） 80.2 83.2 81.8

移住者の５年間定
着率

目標値（％） 85.0 85.0 85.0 85.0

移住相談件数
目標値（件） 462 462 462 462

空き家バンクの成
約軒数

目標値（軒） 33 33 33 33

実績（件） 364 500 622

実績（軒） 41 31 52

462 電話、メール、窓口、
オンライン相談の総計 A

33 空き家バンク成約の
実績数 A

戦略プロジェクト Ⅱ-２ ＵＩターン促進プロジェクト
所属課 地域協働課

重 点 事 業 Ⅱ-２-１ 受入体制の整備

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

２０



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

・40歳未満の移住者の割合は増えている。
 R3年度：69％→R４年度：74％
・40歳未満の移住者数を増やすには、母数となる移住者数を増やす必要がある。

・住宅の確保が急務。
　NPO五島空き家マッチング研究所へ空き家発掘業務を委託しているが、
　並行して、市職員による空き家発掘業務も実施。

5

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

4

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

3
移住希望者定住支援
補助金

移住を希望する方が五島市
内での就職面接や起業調査
を行う場合の旅費の一部を助
成する。

UIターンによる転入者の増加
を図る。

Ｒ２実績　   429

Ｒ３実績　   227

Ｒ４実績　   889

2 奨学金返還支援助成金
五島市で就労する35歳未満
の方の奨学金の返還費用の
一部を助成する。

若年層の定住の促進及び市
内の産業を担う人材の確保を
図り、人口減少対策を推進す
る。

Ｒ２実績　 9,789

Ｒ３実績  14,158

Ｒ４実績　17,451

1
子育て世帯等移住促
進事業補助金

定住する意思をもって転入す
る子育て世帯等を助成する。

移住希望者への住まい支援策を強化
することにより、本土と比較して地理
的環境が悪い離島においても移住し
やすい環境を整備する。

Ｒ２実績　 4,134

Ｒ３実績　 2,632

Ｒ４実績　 3,672

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

225
ＵＩターン者数の実績 C

実績（人） 158 156 185

22540歳未満のUIター
ン者の移住者数

目標値（人） 225 225 225

R3 R4 R5 R6

戦略プロジェクト Ⅱ-２ ＵＩターン促進プロジェクト
所属課 地域協働課

重 点 事 業 Ⅱ-２-２ 情報発信・プロモーションの推進

実績の積算根拠 評価
年度 R2

２１



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　令和４年度は、引き続き新型コロナウイルスの影響により合宿受け入れの自粛やキャンセルがあり、目標
達成には至らなかったが、コロナ禍でも営業活動や広報活動を実施した結果、令和３年度よりも延べ宿泊
数は約1,000泊増となり地域経済の活性化につながる取り組みとなった。
　
　　　　　　　受入団体数　　　　延べ宿泊数
　　R01　125団体（1,954人）　　5,423泊
　　R02　　33団体（ 429人）　　1,588泊
　　R03　　36団体（ 644人）　　2,470泊
　　R04　　76団体（1,262人）　3,568泊

　年間を通して（特に閑散期（1月～3月））合宿にきている競技団体や地元団体（競技団体、小中高）、大学
と連携し、競技者や顧問同士の横の繋がりによる効果的な誘致活動を実施していく。
　新たな合宿団体を獲得するため、動画配信やＨＰ、パンフレットを充実させ五島市の魅力を発信していく。

3
スポーツ交流人口拡大
推進事業

スポーツ合宿に係る宿泊・交
通費の一部補助や合宿環境
の支援等を行う。

スポーツ合宿に伴う経費等の
支援により実施団体の増加を
図ることで、地域間交流を促
進し、市内スポーツの競技力
向上と経済の活性化を図る。

Ｒ２実績　5,721

Ｒ３実績　5,992

Ｒ４実績　12,224

2
長崎県スポーツコミッ
ションとの連携事業

大学、実業団、プロ等を誘致
する長崎県スポーツコミッショ
ンと連携して誘致活動やス
ポーツ合宿に係る経費の補助
を行う。

大学、実業団、プロ等の増加
を図り、普段見ることのできな
いトップアスリート等の練習を
見ることにより競技力の向上
を図る。

Ｒ２実績　1,486

Ｒ３実績　2,264

Ｒ４実績　1,350

1
スポーツ合宿団体の誘
致活動事業

小中高校生の夏・春・冬休み
期間の合宿及び実業団の合
宿誘致に向けて、学校、大会
等へ出向き営業を行う。

新規及び継続団体に対して情
報提供等を行うことで合宿の
誘致を図る。

Ｒ２実績　　223

Ｒ３実績　　749

Ｒ４実績　1,025

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

4,800 五島市での合宿実施団
体延べ宿泊数 C

実績（人） 1,588 2,470 3,568

4,800

130

スポーツ合宿延べ
宿泊数

目標値（人） 4,560 4,640 4,720

スポーツ合宿延べ
団体数

目標値（団体） 124 126 128 130 五島市での合宿実施団
体数 C

実績（団体） 33 36 76

R2 R3 R4 R5 R6

戦略プロジェクト Ⅱ-３ スポーツを通じた交流拡大プロジェクト
所属課 スポーツ振興課

重 点 事 業 Ⅱ-３-１ 誘致活動の強化  

実績の積算根拠 評価
年度

２２



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　市民のスポーツ活動の拠点となっている中央公園については、長寿命化計画を策定し、国の社会資本整
備総合交付金を活用て老朽化した施設・設備の計画的な改修を行っている。令和４年度は、次年度に屋外
相撲場を解体してテニスコートを整備するため、測量や設計業務を行った。また、外周フェンス改修を行っ
た。
　市全体におけるスポーツ施設の利用者数については、コロナ禍ということもあり、市民の施設利用の自
粛、十分な練習ができないために各競技団体が大会を中止したり、スポーツ合宿のキャンセルなどもあり、
前年度とほぼ横ばいの数値となった。

　令和５年度には、テニスコートを整備や、トレーニング機器の更新を予定している。
　施設の充実やスポーツ大会の開催、スポーツ合宿誘致を行い、新型コロナウイルスの影響を受けて減少
した施設利用者の増加に努めていく。
　また、施設・設備の改修については、利用者のニーズを把握し、今後も長寿命化事業等により計画的に
実施していく。

5

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

4

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

3

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

2
五島市中央公園多目
的広場夜間照明施設
改修事業

スポーツ振興くじ助成金
（toto）を活用して、中央公園
多目的広場の夜間照明施設
をLED化に改修を行う。

市民及びスポーツ合宿団体の
利便性の向上を図る。

Ｒ２実績　　　-

Ｒ３実績　58,215

Ｒ４実績　    -

1
五島市中央公園長寿
命化事業

国の補助事業を活用して施
設・設備の改修等を行う。

市民及びスポーツ合宿団体の
利便性の向上を図る。

Ｒ２実績  30,162　

Ｒ３実績　30,136

Ｒ４実績　 7,658

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい
R２総事業費

R３総事業費
R４総事業費

実績（人/日） 742 951 969

スポーツ施設利用
者数

目標値（人/日） 1,238 1,256 1,273 1,291 1,309 各スポーツ施設の1日あ
たりの利用実績の合計

数値目標、ＫＰＩ名

目　標　値　・　実　　績

実績の積算根拠 評価
年度

C

スポーツ振興課
重 点 事 業 Ⅱ-３-２ スポーツ施設等の充実  

R2 R3 R4 R5

戦略プロジェクト Ⅱ-３ スポーツを通じた交流拡大プロジェクト

R6

所属課

２３



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　新型コロナウイルス感染症の影響により3大スポーツイベント（トライアスロン、夕やけマラソン、つばきマ
ラソン）のうち、トライアスロン、夕やけマラソンが中止となり、スポーツ集客イベントの参加者数は目標達成
に至っていない状況である。そのような中でも、第3回絶景福江島マラニック大会や、令和4年度から新たな
スポーツイベントとして、「五島列島福江島グラウンド・ゴルフ交流大会」を開催することができた。

・新型コロナウイルスの感染法上の分類が５類に引き下げられたことにより、スポーツイベントも再開されて
きているが、スポーツイベントの参加者数は全国的に減少している状況である。感染対策を図りながらイベ
ントを開催できる体制を整え、積極的に広報や営業活動を行い、参加者の増加につなげる。
・３大イベントに次ぐ新たなスポーツ集客イベントの「マラニック大会」や「グラウンド・ゴルフ交流大会」を定
着させ、スポーツを通した交流人口の拡大を図っていく。

6
五島列島福江島グラウ
ンド・ゴルフ交流大会

年齢性別を問わず行えるグラウ
ンド・ゴルフを通じて、仲間づくりと
交流を深め、スポーツを通し交流
人口を増大させる。

新たなスポーツイベントを開催
することで地域の活性化を図
る。

Ｒ２実績　     -

Ｒ３実績　     0

Ｒ４実績　　377

5
絶景福江島マラニック
大会

スピードは競わず、仲間と会
話しながら五島の大地を巡
る。

新たなスポーツイベントを開催
することで地域の活性化を図
る。

Ｒ２実績　1,000

Ｒ３実績　　702

Ｒ４実績　1,148

4
県下リトル少年柔道大
会

幼児～小学３年生までを対象
とした柔道の県大会として、男
女それぞれ団体戦と個人戦を
行う。

出場大会数の少ない小学校
低学年以下の県大会を開催
することで交流人口の増加を
図る。

Ｒ２実績　　　83

Ｒ３実績　　　35

Ｒ４実績　　　30

3
五島つばきマラソン大
会事業

椿まつりとタイアップした冬場
のマラソン大会。
・フル（リレー含む）及びハーフ

島外のランニング愛好者との
交流及び冬（2月）の集客対策
として行う。

Ｒ２実績　1,599

Ｒ３実績　1,273

Ｒ４実績　

2
五島列島夕やけマラソ
ン大会事業

マラソン大会の中でも珍しい
夏場の夕方にスタートし夕陽
を背に走る大会。
・ハーフ及び５㎞

島外のランニング愛好者との
交流及び夏（8月）後半の集客
対策として行う。

Ｒ２実績　　700

Ｒ３実績　　470

Ｒ４実績　1,250

実績（大会） 2 2 3

1
五島長崎国際トライア
スロン大会事業

日本でも数少ないロングの大会。
・Ａタイプ226.2㎞（ｽｲﾑ3.8、ﾊﾞｲｸ
180.2、ラン42.2）
・Bタイプ147.1㎞（ｽｲﾑ2.0、ﾊﾞｲｸ
124.0、ラン21.1）

トライアスロン競技の普及及
びゴールデンウィーク明けの
（6月）の集客対策として行う。

Ｒ２実績　3,549

Ｒ３実績　　493

Ｒ４実績　5,898

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

スポーツ集客イベン
トの開催数

目標値（大会） 5 6 6 6 6 スポーツイベントの開催
数 C

276 280 441

5300 スポーツイベントの参加
者数 Cスポーツ集客イベン

トへの参加者数

目標値（人） 5000 5080 5160 5240

戦略プロジェクト Ⅱ-３ スポーツを通じた交流拡大プロジェクト
所属課

スポーツ振興課
三井楽支所

重 点 事 業 Ⅱ-３-３ スポーツを通じた地域振興

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

実績（人）

２４



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況

目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．総評

３．今後の取組方針

基 本 目 標 Ⅲ 安全・安心で住みやすさ日本一の“しま”をつくる 所属課
国保健康政策課、

地域協働課、各支所

年度 R2 R3 R4 R5 R6
実績の積算根拠 評価

特定健診の受診
率

目標値（％） 40.0 53.0 56.0 60.0 集団・個別健診、人間
ドック等受診者/対象者 C

実績（％） 26.6 35.1 35.9

60.0

がん検診受診率
目標値（％） 15.0 17.0 21.0 25.0 各対策型がん検診・若年

乳がん検診、前立腺がん
検診全体の平均受診率

C
実績（％） 12.5 12.6 14.2

23.0

実績（％） 73.6 72.2 69.7

目標値（％） 80.0 80.0 80.0 80.0

【特定健診の受診率】
・令和３年度の受診率は県内２１自治体中１８位と低い状況にあり、令和４年度受診率は35.9％と微増して
いるが、依然厳しい状況である。令和５年度以降は、下記のとおり広報媒体を活用のうえ、健康づくりに資
する各種取組を市民の目に触れさせ、受診意欲の向上を図る。

【がん検診受診率】
・受診率の目標値には届いていないが、受診率は向上している。
・特に肺がん検診に関しては、個別医療機関における受診者数が伸びている状況であり、１％以上の受診
率が向上している。
・新型コロナウイルス感染症による受診控えの可能性もあったが、少しづつ回復しているとも考えられる。
・対象者数が減少していることから、みせかけでの受診率向上とも考えられる。（昨年度より胃・肺・大腸は
▼714、乳は▼454、子宮は▼539、若年乳▼105、前立腺、▼177）

【特定健診の受診率】
・健康になっＧＯＴＯプロジェクト（インセンティブ事業）の促進させ、受診率向上を図る。
・広報ごとう、市ＨＰ、ＳＮＳ等の活用
・受診勧奨通知（長崎県ICTを活用した特定健診受診率向上対策事業）
・特定健診推進員による訪問受診勧奨
・健康診断結果の提供依頼（各事業所）
・情報提供提供事業の活用
・新規の国民健康保険被保険者に対する受診勧奨
・医師会・各医療機関へ協力依頼
【がん検診受診率】
・各医療機関と協働しての受診勧奨。（各医療機関医師による勧奨）
・保険会社の協力をうけての受診勧奨。
・予約しやすい体制（LINE等の活用）
・女性デーの設定。
・最も受診率が低い胃がん検診について、胃内視鏡検診の周知徹底。
・訪問による受診勧奨。
・がんに対する市民への知識普及を広報等を通じて行う。

80.0
市民アンケート C住みやすいと感じる

市民の割合

２５



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

戦略プロジェクト Ⅲ-１ 健康で安心して暮らせる地域共生社会づくりプロジェクト
所属課

地域協働課、各支所、
政策企画課

重点事業 Ⅲ-１-１ 地域コミュニティの維持・活性化

新たな地域課題解
決に向けた取り組
み

目標値（件） 39 39 39 39

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

39 地域の特性を活かしたま
ちづくり活動件数 A

実績（件） 36 37 40

実績（％） 50.0 45.8 44.4

100 100

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

実績（事業） 4 6 11

実績（人） 16 43 62

地域おこし協力隊
の定住率

目標値（％） 60.0 60.0 60.0

100 令和4年4月在籍者数
（2期生25名、2期生37
名）

C
五島日本語学校
留学生数

目標値（人） 50 100

令和4年度末のべ地域お
こし協力隊退職隊員数27
（うち定住者数12）

C

15

・しまなびプログラム
・寄附講座「離島・へき地医
療学講座」
・長崎大学歯学部と五島市
の歯科保健に係る連携・協
力
・長崎大学　離島医療・保健
実習
・探究学習を通じた島の子ど
もと大学生との交流促進事
業
・共立女子大学との連携事
業（２プログラム）
他４事業

C

60.0

13 14

60.0

地域課題解消に向
けた大学との連携
事業数

目標値（事業） 11 12

1 地域の絆再生事業

地域住民と行政の協働によるまちづく
りを推進するため、住民同士が互いに
支え合う「地域の絆」の再生を図るとと
もに、市民力を結集し、地域の特性を
活かしたまちづくりを推進する取組を
展開する。

まちづくり協議会自らの計画に基づく
地域づくりを実践し、住民自治を実現
する。

Ｒ２実績 36,138

Ｒ３実績 32,939

Ｒ４実績 35,317

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

3 地域おこし協力隊事業

・地域とともに商店街活性化、商店街
活用コーディネート
・奈留高校離島留学生寮運営、学習
塾運営、多世代交流事業の企画、実
施
(総事業費については、奈留支所振興
プロジェクトの奈留高校離島留学生支
援業務委託費13,274千円を含む)

都市部の意欲ある人材を積極的に受
け入れ、新しい視点や発想によって新
たな価値の創出や地域の活性化を図
ることを目的として、地域おこし協力隊
を配置する。また、地域協力活動を通
じて、任期終了後の地域への定住定
着を図る。

Ｒ２実績　26,920

Ｒ３実績　27,734

Ｒ４実績　15,875

2 集落支援員事業

・まちづくり協議会事務局運営
・地域住民の意見収集
・地域の状況調査、課題整理
・地域の課題解決

五島市地域の絆再生事業交付金事業
の全地区実施に伴い、各地区に集落
支援員を配置し、それぞれ「まちづくり
協議会」の事務局を担いながら集落の
課題解決に向けた活動を行う。

Ｒ２実績　4,228

Ｒ３実績　3,603

Ｒ４実績　3,888

5
多郎島地区公園で
健康づくり事業
【富江支所】

多郎島地区公園において、ウォーキン
グや各種教室を開催する。

多郎島地区公園を健康づくりの拠点
施設として機能充実を図り、市民の健
康づくりに寄与する。

Ｒ２実績　255

Ｒ３実績　118

Ｒ４実績　

4
とんめ こみゅ×2
まつり事業
【富江支所】

スポーツレクレーションにより地域の
交流の場を創設する。

地域主導型で地域の賑わいを創り、
市民の健康意識の向上を図る。
　※令和2～3年度は新型コロナウイル
スのため中止。

Ｒ２実績　　0

Ｒ３実績　　0

Ｒ４実績　

7
地場産品消費拡大事
業
【玉之浦支所】

玉之浦町産業まつりにおいて、ジビエ
肉、養殖マグロの地場産品としての普
及啓発を行い消費拡大を図る。

玉之浦支所管内では、多くのシカが捕
獲されている。また、玉之浦湾では、ク
ロマグロの養殖が行われているが、そ
の大半が市外へ出荷されていることか
らこれらを地場産品として地元での消
費拡大を図る。

Ｒ２実績　773

Ｒ３実績　448

Ｒ４実績　

6
富江の観光・史跡等整
備事業
【富江支所】

富江の観光地や史跡等を市民ボラン
ティアによって整備する。

地域住民の郷土愛を育む
　※令和2～3年度は新型コロナウイル
スのため中止。

Ｒ２実績　　0

Ｒ３実績　　0

Ｒ４実績　

9
五島つばきマラソン大
会
【三井楽支所】

五島市の冬の一大イベントとして、長
崎県内唯一のフルマラソン大会を開催
する。

市民のスポーツに対する関心及び意識
の向上を目指し走競技の普及拡大を図
る。交流人口の拡大により市の活性化と
市民総参加による連帯感と親睦を図りな
がら、五島市の冬の一大イベントとして
島内外の交流の場を提供する。

Ｒ２実績　2,189

Ｒ３実績　1,285

Ｒ４実績　

8

生物多様性維持につ
ながるインタープリター
育成事業
【玉之浦支所】

玉之浦の貴重な自然資源の保全とそ
の資源を活かした地場産品を創設す
る。

玉之浦の動植物、有害鳥獣問題を紹
介するツアーガイド育成、エコツアーの
実施。捕獲された有害鳥獣を活用し産
業化する。また、自然教育事業を地元
小中学生及び修学旅行生を対象に行
う。

Ｒ２実績　　 -

Ｒ３実績　306

Ｒ４実績　

２６



11
魚津ヶ崎公園花いっぱ
い事業
【岐宿支所】

魚津ヶ崎公園の市有地の花畑を活用
し、四季折々の花(菜の花、あじさい、
ひまわり、コスモスなど)を育て、市民
及び観光による交流の場とする。

魚津ヶ崎花づくり実行委員会との協働
により、花の開花時期にあわせ｢花ま
つり｣を開催し、各種イベントや出店等
により、集客増及び地場産品の消費
拡大を図る。

Ｒ２実績　1,734

Ｒ３実績　2,195

Ｒ４実績　2,316

10
きしくまち魚津ヶ崎ふれ
あい交流事業
【岐宿支所】

魚津ヶ崎公園の花の開花期にあわせ
て自然の地形を活用したグラウンドゴ
ルフ大会を開催し、島外からの参加者
を呼び込み、島外者との交流人口を拡
大し、地域振興を図る。

大会の参加者200名中50名を島外か
ら呼び込み交流人口を拡大し、更には
出店による地場産品の販売を行い、
地域の活性化を図る。

Ｒ２実績　　　0

Ｒ３実績　　　0

Ｒ４実績　304

13
前島地区活性化推進
事業
【奈留支所】

過疎化の進む二次離島（前島）で、市
内外在住の親子を対象に、参加者（親
子）には、親子の絆を新たに認識させ
るとともに、受入実施団体（前島地区
町内会）のスキルの向上や島の活性
化を図るため、宿泊を伴うツアー等を
実施する。

前島地区の地域活性化を図るため、
住民主体の親子キャンプを開催し、交
流人口の拡大と交流の促進を図る。
【Ｒ1成果】
・宿泊ツアー：1組2名の参加
・日帰りツアー：新型コロナウィルス感
染症拡大防止策として事業中止
【Ｒ２～R４成果】
・新型コロナウイルス感染症の影響を
受け、令和２年度から令和４年度の事
業実施を断念。

Ｒ２実績　0

Ｒ３実績　0

Ｒ４実績　0

12
「奈っじまMAP」データ
修正
【奈留支所】

奈留町のオリジナリティーにあふれる
「奈っじまMAP」において、前年度中に
MAPに記載している内容の変動が頻
繁に発生していることから、現状の情
報に修正し、奈留島に訪れる観光客
の利用に支障なく提供する。

令和3年度版完成
・日本語　5,000部　英語1,000部
世界文化遺産登録に伴う観光客増及
びインバウンド対策として、日本語及
び英語版の「奈っじまMAP」を作成す
る。

・観光窓口、公共施設等に配布

Ｒ２実績　97

Ｒ３実績　104

Ｒ４実績　104

15
文化芸術による地域ブ
ランディング事業
【奈留支所】

地域参加型のワークショップを行い「そ
らあみ-奈留島」の作成活動や展示を
行うことで、文化の継承をはじめ、高齢
者の生きがいづくりや多世代間の交流
に繋げる。

漁師町である奈留島の文化伝承と交
流の促進を目的として、奈留島の島内
各地を約２週間かけて巡り、住民や島
を訪れた人々など大勢の人の手に
よって編み上げられた。制作作業は、
の場となり、世代を超えた人々が交流
する機会となった。
●R３年度
■ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催日数:13日　15か所
■参加者数　200名(延べ人数)
　  うち島内179名/島外21名
■展示場所　江上小学校跡地　（23日
間）
■来場者数　1,199名
※事業費　996,052円（市負担金1/2）
●令和４年度
■ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ開催日数:11日　14か所
■参加者数　200名(延べ人数)
　  うち島内176名/島外24名
■展示場所　江上小学校跡地　（36日
間）
■来場者数　1,749名
※事業費　1,000,000円（市負担金
1/2）

R2実績　　-

R3実績　499

R4実績　500

14
前島海水浴場トイレ洋
式化改修工事
【奈留支所】

前島地区における海水浴場のトイレに
ついて、大便器が和式であることか
ら、トイレの利便性を図るために洋式
化の改修を行う。

令和3年度に日本ジオパークに認定さ
れた「五島列島（下五島エリア）ジオ
パーク」の重要サイトとして五島市の
前島トンボロが選定されたことに伴
い、今後前島に島内外からの観光客
などの増加が見込まれるため、来島し
た利用者が安心して利用でき満足した
観光に繋がるよう、トイレの洋式化改
修工事を実施した。

Ｒ２実績　なし

Ｒ３実績　198

Ｒ４実績　0

16
奈留島地場産品消費
拡大事業
【奈留支所】

　奈留島地場産品消費拡大事業を通
じて、地場産品の消費拡大及び地域
活性化を図ることを目的として事業を
実施。奈留島マーケット（福江島で奈
留島の物産展）やマグロの解体
ショー・即売会を行う経費として、産品
まつり実行委員会に対し補助金を交
付した。

奈留島地場産品消費拡大事業を通じ
て、地場産品の消費拡大及び地域活
性化を図る。

●奈留島マーケット
【令和３年度】
開催　令和3年11月27日・28日（2日
間）
参加：約1600名　売上：1,799,650円
店舗：10店舗
【令和４年度】
開催　令和4年11月26日・27日（2日
間）
参加　約900名　売上　865,650円
店舗　6店舗
●マグロの解体ショー・即売会
【令和３年度】
開催　令和3年12月18日（1日間）
来場　321名
販売個数：マグロ（250ｇ）単価300円
350パック　即売会売上105,000円
【令和４年度】
開催　令和4年12月3日（1日間）
来場　350名
販売個数：マグロ（250ｇ）単価300円
303パック　即売会売上90,900円

Ｒ２実績    -

Ｒ３実績　1,070

Ｒ４実績　1,029

２７



３．総評

４．今後の取組方針

19

探究学習を通じた島の
子どもと大学生との交
流促進事業
【政策企画課】

奈留高校生と大学生が探究学習を通
じ、オンライン及び現地での交流プロ
グラムに取り組む事業を「（一社）奈留
しまなび舎」への業務委託により実施
した。

奈留島に暮らす子ども達が大学生と
の交流で、自分の進路やふるさとに対
する「新たな価値観」を身に着ける機
会を創出すること、また、大学生の来
島により、交流人口の拡大を図ること
を目的としており、２大学の学生との
交流プログラムを実施することができ
た。

-

-

Ｒ４実績　2,643

17
奈留高校離島留学生
支援業務委託
【奈留支所】

一般社団法人奈留しまなび舎におい
て、地域おこし協力隊が支援している
学生寮事業、学習支援事業、多世代
交流事業にかかる必要経費について
委託契約を締結し事業を実施。

円滑な寮運営を図り、離島留学生を受
け入れ奈留高校及び奈留小中学校を
存続させるとともに、島外からの交流
人口を増加させる。また、行政と地域
が一体となった教育の島づくりを進
め、島外者や地域住民らの多世代交
流を促進する。

R2実績　　-

R3実績　2,124

R4実績　13,275

18

五島日本語学校給付
型奨学金事業
【政策企画課】

五島日本語学校の留学生に対し、奨
学金を給付し支援する。
・毎月分　40,000円／月×留学生数×
12月　（1人当たり480,000円／年）
・加算分：日本語能力試験認定者
20,000円／日本語能力試験のＮ２及
びＮ１の認定×認定者数

留学生を確保し、円滑な学校運営を支
援する。

Ｒ２実績　7,680

Ｒ３実績　7,920

Ｒ４実績　42,320

【新たな地域課題解決に向けた取組】
○令和４年度中における地域の特性を活かしたまちづくり活動件数は４０件であり、各地区まちづくり協議会で課題解
決に向けて取り組んでいる。引き続き、自分たちのまちは自分たちで創るという基本理念を基に、五島市とまちづくり
協議会が協働、連携して、更なる課題解決に取り組んでいきたい。

【地域おこし協力隊の定住率】
○地域おこし協力隊については、専門的知識・技術を必要とするミッション型の隊員の任用により、目標と成果が明確
化され、各隊員が着実に目標に向けて事業を実施した。令和３年度末のべ地域おこし協力隊退職隊員数２７名のうち
１２名が定住しており、定住率は４４．４％となった。

【地域課題解消に向けた大学との連携事業数】
　これまで継続的に取り組んできた事業に加え、県外の大学との新規事業も増えており、目標値には達していないが
令和３年度と比較し２倍近くの事業に取り組むことができた。

【五島日本語学校留学生数】
　新型コロナウイルス感染症の影響等もあり、３期生の入学生も目標の５０人を下回る３７人（前年度比＋１０人）となっ
たが、令和４年度は、早期入試等に取り組み、４期生の入学生４２人を確保した。

【新たな地域課題解決に向けた取組】
○今年度中に市民協働会議により五島市協働のまちづくり基本方針を策定し、住民および職員のまちづくりへの意識
醸成を図るとともに、まちづくり活動へ参画しやすい仕組みづくりに取り組む。

○まちづくり協議会の活動の意義、目的を広く地域住民に周知し、協力を促していくため、下記３点を重点的に進めて
いく。
・地域の機運づくり（定期的な意義目的の説明、情報発信など）
・地域ニーズ把握（市民アンケート、円卓会議、座談会など）
・地区計画書の策定（ニーズ把握を基に、地域がどのような事を求めているのかを考える）

【地域おこし協力隊の定住率】
○地域おこし協力隊については、今後も隊員の目標を明確にし、任期終了後の定住を見据えた活動計画を策定する
など、現在の活動と任期終了後の定住について、十分に協議しながら進めていく。

【地域課題解消に向けた大学との連携事業数】
　これまでの取り組みを継続しながら、連携実績のある各大学との新たな分野での連携ができないか模索する。
　また、五島市の取組に興味を持ち、新たに繋がりのできた大学については、連携事業の相談等を行い、
　連携事業数の増加を目指す。

【五島日本語学校留学生数】
　九州総合学院、長崎県立大学、五島振興局と連携して学生の確保に努める。
　具体的には、入国関係に必要な書類作成の精度の向上を図り、入国審査の合格率の向上を図る。
　また、学生を確保するため、引き続き早期入試を実施する。

２８



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

戦略プロジェクト Ⅲ-１ 健康で安心して暮らせる地域共生社会づくりプロジェクト
所属課 国保健康政策課

重 点 事 業 Ⅲ-１-２ 質の高い医療・介護サービスの提供

調剤情報システム
市民加入者割合

目標値（％） 38.5 39.0 39.5 40

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

45 調剤情報共有システム加入
者数13,963人（R4.3月末）÷
住基人口35,093人（R4.3月
末）×100

B
実績（％） 39.4 39.8 39.1

実績（人） 21.4 20.7 23.3

20.3
長崎県医療統計 A

医師数の人口１
万人対率

目標値（人） 20.3 20.3 20.3 20.3

99.4 99.4 99.4看護師数の人口１
万人対率

99.4
長崎県医療統計 A

実績（人） 104.8 100.9 112.4

目標値（人） 99.4

1
長崎県病院企業団運
営費負担金（医師給与
増嵩経費）

離島での医師確保対策として、過去３
か年の全国公立病院の平均給与月額
と長崎県病院企業団病院のうち離島
地区病院の平均給与月額との差を一
応の基準とし、医師数を乗じた額を繰
り入れる。
　五島中央病院：30.8人
　富江病院：3.4人
　奈留医療センター：2.0人

医師の給与を一定基準保つことで安
定的に医師確保につなげる。

Ｒ２実績　29,702

Ｒ３実績　64,504

Ｒ４実績　80,297

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

3
奨学金返還支援助成
金

五島市で就労する35歳未満
の方の奨学金の返還費用の
一部を助成する。

UIターン者に奨学金返還金に
ついて助成することで島外か
らの医療従者者の確保につな
げる。

Ｒ２実績　9,789

Ｒ３実績　14,158

Ｒ４実績　

2
長崎県病院企業団運
営費負担金（医療従事
者養成経費）

医療従事者養成のため、看護
師養成の学校で学ぶ学生に
奨学金を貸与する。　7名貸与

五島中央病院での看護師確
保につなげる。

Ｒ２実績　3,689

Ｒ３実績　5,018

Ｒ４実績　5,981

・地域医療情報共有化事業（調剤情報共有システム活用事業）について、主に調剤薬局の窓口や母子保健
班の新生児訪問時、転入届出等の際に予防接種の勧奨と併せシステムの加入（同意書取得）を推進した。

・地域医療情報共有化事業（調剤情報システム活用事業）について、引き続き同意取得活動を継続する。
（加入促進のため、調剤薬局等の窓口において同意取得活動を行う。

4
地域医療情報共有化
事業（調剤情報システ
ム活用事業）

市、五島中央病院の救急窓口、消防、
調剤薬局でつながる調剤情報システ
ムを運用し、調剤情報を一元化し、服
薬指導で医療費削減につなげる。

医療情報を五島市全体で共有し、
システム開発、ネットワーク拡大
により、疾病予防及び重複投薬防
止等につなげる。

Ｒ２実績　4,301

Ｒ３実績　4,301

Ｒ４実績　4,301

２９



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

戦略プロジェクト Ⅲ-１ 健康で安心して暮らせる地域共生社会づくりプロジェクト
所属課

長寿介護課、国保健康
政策課、スポーツ振興
課重点事業 Ⅲ-１-３ 健康で長生きできるしまづくり 

生活支援サービス
創出数

目標値 6 6 6 6

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

6
A

実績 11 14 13

実績（人） 3,428 3,811 4,180

認知症サポー
ター数

目標値（人） 3,000 3,200 3,400 3,600

認知症カフェ設置
箇所数

目標値（箇所） 2 3 4 5

3,800
講座17回開催 A

6 花サロン、玉之浦つばき
カフェ、きしくまちなかほ
けんしつ、かめりあ会

A
実績（箇所） 2 2 4

実績（件） 222 323 336

165
実人数79人 A認知症初期集中支援

チームの訪問件数

目標値（件） 165 165 165 165

地域ミニデイの設
置件数

目標値（件） 40 40 40 40 40
年度末実数 A

実績（件） 43 43 41

実績（人） 256 237 214
地域ミニデイ住民ボ
ランティア登録者数

目標値（人） 200 200 200 200

要介護認定率
目標値（％） 20.5 20.5 20.5 20.5

200
年度末実数 A

20.5 認定者数2,862人／第
1号被保険者数14,593
人＝19.6％

A
実績（％） 19.2 19.4 19.6

実績（人） 34 34 46

40
年度末実数 A

高齢者緊急通報事業
（シルバーホン）利用
者数

目標値（人） 30 33 36 38

重症化予防事業から
の医療機関受診率

目標値（％） 38.0 40.0 43.0 47.0 50.0 対象者：295人
受診者：172人
※R4.5月末現在で確認できた人
数

A
実績（％） 57.0 65.9 58.3

実績（％） 94.3 91.6 89.9

がん検診精検結果
の把握率

目標値（％） 93.0 95.0 98.0 100.0

11 12

100.0 要精密者：567人
結果把握数：510人
※R5.6月12日現在で把握できた
人数

B

12 高齢者対象スポーツ
教室（出前講座）の開
催数

C

250 280

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

実績（回） 4 7 9

実績（人） 212 196 200

高齢者対象ニュース
ポーツ教室等開催数

目標値（回） 7 9

R２総事業費

R３総事業費
R４総事業費

300
年度末実数 B

2
がん検診要精密者受
診勧奨事業

受診後2～3か月以降に紹介状の返信
が無い者に電話、訪問で受診勧奨を
行う。指導2～3か月後、未受診の者に
対しては再度受診勧奨を行う。

要精密者を確実に受診に繋げ
る。要精密者ががんであった場
合、早期に医療につなぐことで、
治療費の削減につながる。

Ｒ２実績　-

Ｒ３実績　-

Ｒ４実績　‐

1
特定健診の重症化予
防事業

市が設定した選定基準に基づ
き、対象者を抽出し、医療機
関受診勧奨と生活改善のため
の保健指導を行う。

特定健診結果の病院受診レベルの者
を医療につなぐことで、生活習慣病の
重症化を予防することができ、医療費
の抑制につながる。

Ｒ２実績　-

Ｒ３実績　-

Ｒ４実績　-

シルバー人材セン
ター会員数

目標値（人） 180 200

4 認知症総合支援事業

認知症になっても本人の意思が
尊重され、できる限り住み慣れた
地域の良い環境で暮らし続けるた
めの取組を実施する。

認知症への理解を深める認知症サ
ポーターを養成する。介護者のストレ
スに寄り添う、また認知症の方の不安
を軽減する認知症カフェを設置する。

Ｒ２実績　784

Ｒ３実績　5,146

Ｒ４実績　6,571

3
地域ミニ・デイサービス
事業

・高齢者が気軽に楽しく参加
できる集いの場の開設
・住民ボランティアの養成

高齢者が要支援者や要介護状態となること
を予防するとともに、要介護状態等となった
場合においても自立した日常生活を営むこ
とができるよう、自発的、主体的に参加する
高齢者の交流の場と生きがいづくりを目指
す。

Ｒ２実績　4,184

Ｒ３実績　4,473

Ｒ４実績　4,391

6

高齢者対象のスポーツ
教室（出前講座：
ENJOYスポレク、体力
測定会）の開催

職員が老人クラブ、公民館等
に出向いて、ニュースポーツ
の体験教室や体力測定会を
行う。

高齢者が運動を通して、健康づくりや
介護予防等に取組むとともに、いつま
でも地域の中で健康で活躍できる環
境づくりを進める。

Ｒ２実績　0

Ｒ３実績　0

Ｒ４実績　0

5
高年齢者等労働能力
活用事業(シルバー人
材センター)

登録会員は受注した樹木剪定、草刈、除
草、清掃等の作業やリサイクル物品の回収
と販売を実施する。また、生活支援を行うワ
ンコインサービスや空家の総合管理サービ
スを行う。

高齢者の豊富な技術・経験を生かし就
業することで、社会に参加し、社会貢
献できる。

Ｒ２実績　14,050

Ｒ３実績　13,050

Ｒ４実績　13,050

7
高齢者緊急通報事業
(シルバーホン)

在宅で一人暮らしの高齢者及び障害
者の急病、災害等の緊急時における
シルバーホンによる協力員への通報
体制を整備する。

ひとり暮らしで生活する高齢者が緊急
時に協力員に連絡できることで、安心
して住みなれた自宅で暮らし続けるこ
とができ、高齢者の福祉の増進に繋
がる。

Ｒ２実績　228

Ｒ３実績　217

Ｒ４実績　337
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３．総評

４．今後の取組方針

【特定健診の重症化予防事業】
・動脈硬化を起こす原因である高血圧、高血糖、腎機能低下、脂質異常の未治療者への医療機関受診勧奨に重点を
置き実施した。令和5年5月末時点での医療機関受診率は減少している。令和5年1月にも集団健診を実施したことに
より、受診確認ができていないことが原因の一つにあげられる。令和5年12月をめどに医療機関受診勧奨及び受診確
認を継続して実施していく。医療機関を受診し服薬治療が開始された人は検査値が改善傾向にあり、重症化の予防
ができている。

【がん検診要精密者受診勧奨事業】
・要精密対象者全ての者に対し、訪問もしくは電話でのアプローチを行っているが、どうしてもコンタクトがとれなかった
り、あるいはコンタクトが取れ受診の意思を確認しても、そのまま受診をしなかったりという状況がある。特に大腸がん
検診に関しては、要精密検査（大腸内視鏡検査）を受けることに対する大きなストレスがあること、検査を受けたとして
も、痔などの疾患であるのではないかという軽い気持ちがあることが予測され、要精密受診率が低くなっている。婦人
がん検診については、年度末に集団検診を実施した関係で、令和5年６月現在においては、要精密検査の結果がまだ
返却されていないことも考えられ、要精密検査の未把握が多くなっている。結果が返却されれば、未把握率が減少す
ることは予測される。
（長寿介護課）
・生活支援サービスの創出は少しずつではあるが、住民の集まり憩いの場を創出できている。
・認知症サポーター養成講座が、コロナウイルス感染拡大の影響で開催回数が減少しているが目標養成数は達成し
ている。
・認知症初期集中支援チームの訪問はコロナ感染拡大においても玄関先で実施する等工夫して訪問したため目標は
達成している。
・認知症カフェ設置箇所数について、1か所活動休止、2か所新たに開始された。計4か所となり目標達成した。
・地域ミニ・デイについてはともに目標を達成している。
・介護認定率はミニディなどの予防事業の効果があってか目標値よりよい成績で達成できた。（少ないほど良）
・高齢者緊急通報事業については、ひとり暮らしで生活される高齢者が緊急時に協力員に連絡できることで、安心して
住みなれた自宅で暮らし続けることができ、高齢者の福祉の増進に繋がっている。
・シルバー人材センターの会員確保については、毎月2回の定期入会説明会を開催、また、女性部会等を中心に各地
区産業祭等にてチラシや粗品の配布を行ったが目標達成に届かなかった。
（スポーツ振興課）
　高齢者対象のスポーツ教室等の開催数は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、出前講座の積極的な宣
伝活動ができなかったことやキャンセル等があり、目標を達成することができなかったが、開催件数は増えてきてい
る。
　高齢者の健康寿命の延伸や介護予防等のためには、今後も高齢者向けのスポーツ教室の開催数を増やす必要が
ある。

【特定健診の重症化予防事業】
・継続した受診勧奨を実施し、未治療者を治療へつなげることと同時に、生活習慣の見直しを行うための保健指導を
実施することにより重症化を予防していく。
【がん検診要精密者受診勧奨事業】
・要精密検査受診の必要性、受診のイメージを明確に伝えること。また、苦痛のない要精密検査が実施できること（例
えば、胃内視鏡検査では経鼻からのカメラや鎮静剤を使用した検査）を伝えることにより、受診のハードルをさげる。
・各医療機関の医師からのアプローチを行ってもらう。
・訪問等による顔を見た受診勧奨を行う。
（長寿介護課）
・生活支援サービスについては、各地に住民の憩いの場を創出できるように取り組む
・認知症サポーター養成講座を五島市見守りネットワーク連絡会宛に周知し実施していく。
・認知症カフェの継続運営、新規増設について今後も取り組む
・認知症初期集中支援チームの訪問を行い、医療・介護につながるよう支援していく。
・地域ミニ・デイボランティアが高齢化しているため、人材確保に努めていく。
・要介護認定率を今後も各種予防施策により成績の良い達成を目指したい。
・高齢者緊急通報事業は在宅で生活される高齢者が緊急時に協力員に連絡できること、安心して住みなれた自宅で
暮らし続けることができるため今後も取り組んでいく。
・シルバー人材センターの新規会員加入促進に向け、継続してＰＲに努めていく。
（スポーツ推進課）
・老人クラブ連合会、地域ミニデイ等の会議に出向いて出前講座の宣伝を行い、開催件数を増やしていく。また、ス
ポーツ器具を貸出し、講座受講後にも継続して運動に取り組んでもらう。
・スポーツ教室の開催に加えて、五島市健幸アプリ「ぎばっと！」を活用して、高齢者にウォーキングなどの運動に継続
して取り組んでもらい、健康寿命の延伸や介護予防につなげる。
・チョイソコイベントなど、他のイベントとコラボすることにより、開催件数や参加者を増やしていく。
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１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

戦略プロジェクト Ⅲ-１ 健康で安心して暮らせる地域共生社会づくりプロジェクト
所属課 社会福祉課

重 点 事 業 Ⅲ-１-４ 健康で長生きできるしまづくり 

地域生活支援拠点
等の整備

目標値（箇所） 1 1 1 1

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

1
R2年度末に整備済 A

実績（箇所） 1 1 1

実績（件） 1,401 1,295 1,397

1,600 相談支援事業実績報
告書 C

相談支援対応件数
（基幹相談支援事業
所）

目標値（件） 1,600 1,600 1,600 1,600

2,000 2,000 2,000相談支援対応件数
（障害者就業・生活支
援センター）

2,000 センター事業実績報
告書 C

実績（件） 1,403 1,267 1,649

目標値（件） 2,000

1
地域生活支援拠点等
の整備

障害者の重度化・高齢化や「親亡き
後」に備えるとともに、障害者等の地
域移行を進めるため、重度障害にも
対応することができる専門性を有し、
地域生活で生じる障害者等への緊急
事態に対応を図る。

障害者の生活を地域全体で支え
るサービス提供体制を構築するこ
とで、住み慣れた地域で安心して
生活することができる。

Ｒ２実績　　0

Ｒ３実績　  1

Ｒ４実績　  １

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

3 障害者相談支援事業

地域移行支援や地域定着支援に
よる常時の連絡体制や緊急事態
等の相談支援、親元からの自立
や地域での暮らし等、障がい者
やその家族からの相談に応じる。

障がい者等の相談に応じ、必要な情
報の提供等の便宜を供与すること
や、必要な援助を行うことにより、障
害者等が自立した日常生活又は社会
生活を営むことができる。

Ｒ２実績　11,900

Ｒ３実績　11,900

Ｒ４実績　11,900　

2
障害者就業・生活支援
センター運営費補助

障がい者の「就業面」と「生活面」
を一体的に支援し、就職の促進と
職場定着を図る。

障がい者の一般就労に関して有
効的事業であり、市内における障
がい者の一般就労への移行を推
進する。

Ｒ２実績　　540

Ｒ３実績　  540

Ｒ４実績　　540　

 相談支援対応件数の増加するということは、「相談支援体制が充実し、助けを求めやすい環境が整ってい
る」と考えられる一方で、障がい者のニーズや課題が増えてきているとも捉えられる。
　相談支援事業所等が親身になって継続支援してきたことで、単なる傾聴のみの対応は減少傾向にある
が、引き続き相談内容に応じて適切に対応していく必要がある。

　令和4年度から開始した、巡回個別訪問相談支援事業（障害福祉サービスを利用していない方や高齢者
と同居の障害者を対象とした家庭訪問）を継続し、困りごとへのアドバイスや適切な支援とともに実態把握
に務める。
　また、「福祉の相談窓口」を含め、各相談窓口の周知を図るとともに障害者の方が安心して生活できるよ
うサービス提供体制を整えていく。
　障害者就業・生活支援センター運営補助については令和5年度から廃止。

4
地域活動支援センター
事業

障がい者に創作的活動・生産活
動の機会を提供することにより、
社会との交流を促進し、自立した
生活を支援する。

障がい者の日中の居場所づくり
や生きがいづくり、日常生活での
困りごとを相談できる機会の提供
などを行うとともに、地域社会との
交流を促進する。

Ｒ２実績　12,900

Ｒ３実績　12,900

Ｒ４実績　12,900　

３２



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

戦略プロジェクト Ⅲ-２ インフラ整備プロジェクト
所属課 商工雇用政策課

重点事業 Ⅲ-２-１ 公共交通機関の維持・活性化 

航路利用者数（基
幹航路）

目標値（人） 589,589 603,911 613,549 620,130

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

620,600
事業者からの報告 C

実績（人） 270,896 304,713 406,914

実績（人） 168,255 162,153 177,577

航路利用者数（二
次離島航路）

目標値（人） 213,716 214,282 214,133 213,506

空路利用者数
目標値（人） 168,829 173,399 176,554 178,764

212,000
事業者からの報告 C

179,100
事業者からの報告 C

実績（人） 71,812 97,287 153,937

実績（人） 349,884 321,899 337,561

354,700
実績報告書 B

陸上交通機関（路線
バス、乗合タクシー）
利用者数

目標値（人） 374,942 369,866 364,789 359,713

高齢者フリーパス
の利用者数

目標値（人） 200 225 250 275 300
五島自動車提供 C

実績（人） 189 195 184

実績（件） 11 11 11

路線・航路等検索
サービス構築事業数
（累計）

目標値（件） 3 5 7 9

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

11 検索サービス確
認 A

2
五島市バス路線維持
費補助金

バス路線の維持確保を図り、
地域住民の日常生活における
利便性の向上のため、路線バ
ス運行事業者に対して補助金
を交付する。

住民の通勤、通学、通院及び
買い物などの日常生活におけ
る利便性の確保・向上を図る
ためにバス運行を維持する。

Ｒ２実績　109,747

Ｒ３実績　107,649

Ｒ４実績　108,098

1
国境離島運賃低廉化
負担金

島民を対象に、航路・航空路
を利用する際、新幹線やJR在
来線並みの料金で利用できる
ようにする。

航路・航空路の運賃低廉化を
実施することで、離島生活に
おける経済的負担の軽減を図
る。

Ｒ２実績　45,786

Ｒ３実績　68,122

Ｒ４実績　94,756

4
福江商店街巡回バス
事業費補助金

福江地区において、路線バス
が運行されていない地区を中
心に運行する巡回バス運行事
業者に対して補助金を交付す
る。

買い物や通院等の交通手段と
して利用できる巡回バスを運
行し、利便性の向上及び商店
街の活性化を図る。

Ｒ２実績　　4,697

Ｒ３実績　　1,342

Ｒ４実績　　-

3

新生活交通維持事業
補助金（富江・三井楽・
岐宿・奈留・久賀・奥
浦）

経済的で利用者の利便性に
配慮した生活交通路線として
確立するため、乗合タクシー
事業者に対して補助金を交付
する。

各地区において、乗合タク
シーを運行して移動制約者の
交通手段を確保する。

Ｒ２実績　　12,240

Ｒ３実績　　　9,099

Ｒ４実績　　　7,602

【航路・航空路】
コロナ禍の影響により減少していた利用者も、コロナ禍前（R1）と比較して、航路で８割弱、航空路で９割強回
復したものの、目標には届いていない。

【陸上交通】
　チョイソコ導入等の影響もあり、陸上交通機関の利用者数が前年より5％増加した。
　路線バス及び乗合タクシーの利便性の向上と効率的な運行を目指し、ダイヤ改正等利用者の利便性向上
を図った。

【航路・航空路】
新型コロナウイルス感染症も５類に移行し、人の往来も戻ってきているため、今後も運航事業者と連携しな
がら、感染予防対策を行いつつ、利用者増に向けて取り組んでいく。

【陸上交通】
　福江・富江・岐宿地区に導入した電話予約制乗合タクシー「チョイソコごとう」と路線バスの融合によるバス
路線の効率化（再編）を目指し、関係機関及び関係部署との組織横断的な連携のもと、地域公共交通のあり
方についての調査・検討を引き続き行う。

5
デマンド型乗合タク
シー運行費負担金

ＡＩを搭載した運行管理システ
ムを導入し、電話予約制乗合
タクシー運行を実施する。

公共交通機関を必要とする地
域住民の買い物や通院等の
交通手段を確保する。

Ｒ２実績　　3,042

Ｒ３実績　27,042

Ｒ４実績　46,200

３３



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

戦略プロジェクト Ⅲ-２ インフラ整備プロジェクト
所属課

建設課、生活環境課、
消防本部

重点事業 Ⅲ-２-２ 社会生活基盤の整備

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

実績（％） 71.1 73.2 82.8

80.0 681/822件
（処理件数/受付件数） A公共土木施設維持

保全対応率

目標値（％） 71.0 73.0 75.0 78.0

橋りょうの補修実施件
数（橋りょう修繕計画）
（累計）

目標値（件） 40 45 50 55 55 橋梁長寿命化修繕計
画における修繕計画
と修繕実績

A
実績（件） 40 53 67

実績（％） 44.7 46.6 48.1

汚水処理人口普及
率

目標値（％） 45.4 47.6 49.9 52.3

300 300 300

54.7 （漁業集落排水接続人口　38人＋
浄化槽接続人口　16,569人）÷区
域内人口34,542人

B

300 実施した訪問件
数による A

実績（件） 283 183 400

1
公共土木施設維持保
全事業

社会生活の基盤である市道、
河川、排水路を、市民の陳
情、要望に沿った維持管理を
行う。

地域住民の安全で快適な生
活環境を整え、市民生活の満
足度の向上を図る。

Ｒ２実績　123,495

Ｒ３実績　127,196

Ｒ４実績　130,819

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

消防職員による防火・
救急等に関する相談
のための訪問件数

目標値（件） 300

3 浄化槽設置整備事業

住宅及び事業所に設置する合
併浄化槽設置者に補助する。
（人槽に応じた補助基準額を
設定）

生活排水としての下水道事業計画が
廃止となったため、経済的で早期整備
が可能な個人設置が可能な個人設置
型合併浄化槽の普及促進を図る。

Ｒ２実績　178,052

Ｒ３実績　161,072

Ｒ４実績　175,016

2 橋りょう維持補修事業
橋梁長寿命化修繕計画に基
づき、定期的な点検及び補修
を実施する。

橋りょうの長寿命化並びに修
繕・架替えに係わる費用の縮
減を図る。

Ｒ２実績　 24,133

Ｒ３実績　 98,850

Ｒ４実績　101,858

【公共土木施設維持保全対応率、橋りょうの補修実施件数】
・陳情、要望に加え通報およびパトロールにおいて要対応の件数が多かったが（計画480件、4年度822件）、
過年度分の案件の再調査をしストック件数の整理を行った。また、早急な現地調査や事前準備、施工時の
相違工夫により、681件（計画500件）を処理対応し目標を達成した。
・橋梁の点検結果に基づき14橋を修繕し、目標を大幅に上回った。

【汚水処理人口普及率】
  年間271基の合併浄化槽設置実績であったが、設置基数は年々減少傾向にある。

【消防職員による防火・救急等に関する相談のための訪問件数】
・依然新型コロナウィルスの状況下にはあったが、訪問する職員の感染対策はもちろんのこと、可能な限り
玄関先で実施し、短時間で済ませる等の感染対策をとるとともに、各管轄地域の感染状況も鑑み、訪問する
タイミングを計り実施することで目標を達成することができた。

【公共土木施設維持保全対応率、橋りょうの補修実施件数】
・令和６年度の成果目標を達成できたが、さらに過年度分の案件も減じていくことと、成果目標よりも更に対
応実績率を上げられるよう工夫して励む。
・令和６年度までの補修橋梁は５５橋の計画であるが、第２期計画策定以降の橋梁点検の結果、補修橋梁
を７５橋として補修を図る。（R3年度：13橋、R4年度：14橋、R5年度：6橋、R6年度：2橋）

【汚水処理人口普及率】
　下水道事業計画が廃止となり、汚水処理は合併処理浄化槽の設置が重要となっている。今後も単独浄化
槽や汲取り便槽からの転換について、市民への協力依頼について図っていく。

【消防職員による防火・救急等に関する相談のための訪問件数】
・消防訪問はその主たる目的はもとより、実際に各家庭を訪問することがその家庭像を把握することにつな
がり、これが実災害の対応に大きく寄与するため、これからも感染防止に配慮するとともに、他の業務と両立
しながら効率的に実施していく。

4
高齢者世帯等住宅消
防訪問

高齢者、身体障がい者等の世帯
を中心に訪問し、住宅防火や救
急に関する相談、緊急時の避難
場所の確認などを行う。

住宅防火に関する指導や救急に関する相
談、体調管理の指導により火災予防、体調
管理の意識を向上させ、不安を軽減する。
また、消防が個別に住宅を訪問することで
見守り的役割を果たす。

Ｒ２実績　　0

Ｒ３実績　  0

Ｒ４実績　

5
光情報通信網情報セン
ター等機器更新事業

五島テレビへ譲渡した光情報通
信網について、法定耐用年数が
経過し、かつ、平成27年度以後一
度も更新されていない設備の更
新等に要する費用を、五島テレビ
に対して助成する。

安定したケーブルテレビ放送、光
インターネットサービスを市民へ
提供する。

Ｒ２実績　311,173

Ｒ３実績　363,185

Ｒ４実績　213,783

３４



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況

目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．総評

３．今後の取組方針

【出生数】
　目標値に届いておらず、引き続き、出会い・結婚・出産支援に力を入れていきたい。
【子育て支援満足度、環境満足度】
　（市民アンケート）

【出生数】
○出会い・結婚支援
・五島市めぐりあい事業（婚活イベント）
・結婚支援センターによる相談
・結婚新生活支援事業（新婚さんの家賃等補助）
○出産支援
・生殖補助、一般不妊治療助成
【子育て支援満足度、環境満足度】
　（市民アンケート）

71.3
市民アンケート C教育環境満足度

実績（％） 56.2 56.2 52.0

目標値（％） 59.3 62.3 65.3 68.3

63.8
市民アンケート C

実績（％） 54.3 55.1 49.4

61.8
子育て支援満足度

目標値（％） 55.8 57.8 59.8

195
人口統計 C

実績（人） 189 195 173

195
出生数

目標値（人） 195 195 195

1.97
長崎県衛生統計年
報

R4数値未
公表（R6.8
月県公表予
定）実績 2.16 1.93 -

1.95
合計特殊出生率

目標値 1.88 1.91 1.93

年度 R2 R3 R4 R5 R6
実績の積算根拠 評価

基 本 目 標 Ⅳ 五島の宝・子どもが育ち、輝く“しま”をつくる 所属課 こども未来課

３５



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

　五島市めぐりあい事業は、オンライン婚活４回、リアル婚活２回実施することができ、毎回カップリングが
成立する結果となった。五島弁かるたや五島市の観光地巡り、椿油作り等の地元ならではの体験も取り入
れながら実施することで、楽しみながらお互いを知ることができ、参加者の満足度の向上や２０組のカップリ
ング成立につながった。

　リアル婚活の参加希望者が多いことや、新型コロナウイルス感染症の影響が減少してきたことを考慮し、
令和５年度はリアル婚活３回、オンライン婚活２回を実施する予定で委託業者と調整している。また、希望
者には移住相談を受けることができるよう調整を行っている。

4

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

3

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

2

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

1
めぐりあい交流促進事
業

婚活イベントを実施し、独身男
女の出会いを創出する。

出会いを創出することで成婚
及び出生数の増加につなげて
いきたい。

Ｒ２実績　　　 0

Ｒ３実績　4,928

Ｒ４実績　4,939

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

4 奈留まちづくり協
議会 C

実績（団体） 1 1 1

婚活支援団体数
（累計）

目標値（団体） 3 3 3 4

婚活イベント参加
者数

目標値（人） 40 50 60 70

イベント等による
カップリング数

目標値（組） 3 6 10 15

実績（人） 0 55 69

実績（組） 0 10 20

40
オンライン婚活4
回31人、リアル婚
活2回38人、合計
69人

A

20
オンライン婚活4
回9組、リアル婚
活2回11組、合計
20組

A

戦略プロジェクト Ⅳ-１ 結婚・出産・子育て支援プロジェクト
所属課 こども未来課

重 点 事 業 Ⅳ-１-１ 出会い・結婚支援 

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

３６



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

【保育所・認定こども園待機児童数、子育て支援員数、放課後児童クラブのクラス数】
待機児童数はゼロを継続している。
運営補助等により児童クラブ数は維持できている。子育て支援員の確保に向けた取組を継続する必要があ
る。

【乳児家庭全戸訪問事業】
現状通り開業助産師へ委託をし実施する。関係スタッフによる訪問ケース報告、支援検討会も継続実施。
R3.4月から子育て世代包括支援センターネウボラGOTOの開設により、全妊婦に対して支援プランを作成。
本事業についても早期の訪問が必要なケースや対象者の希望が把握できるため、妊娠期から出産、子育て
期まで、切れ目ない支援を行うように努める。

【家庭教育学級等の参加者数】
学校や保育園への認知度が年々向上しているが、年３回以上の実施が厳しいという声も多く、単発で比較
的簡単に実施できる子育て出前講座の方が活用数が伸びている状況。

【保育所・認定こども園待機児童数、子育て支援員数、放課後児童クラブのクラス数】
待機児童数はゼロを継続しており、今後も受け皿の確保に努める。
児童クラブ数の維持と子育て支援員の確保に引き続き努める。

【乳児家庭全戸訪問事業】
・現状通り開業助産師へ委託をし実施する。関係スタッフによる訪問ケース報告、支援検討会も継続実施。
R3.4月から子育て世代包括支援センターネウボラGOTOの開設により、全妊婦に対して支援プランを作成。
本事業についても早期の訪問が必要なケースや対象者の希望が把握できるため、妊娠期から出産、子育て
期まで、切れ目ない支援を行うように努める。

【家庭教育学級等の参加者数】
・子育て出前講座から家庭教育学級へとつながるような声かけや案内を行っていく。
・親同士のつながりを深める「ながさきファミリープログラム」や「メディア安全指導員」の活用を推進する。

4 子育て出前講座事業

家庭教育の専門的知識を持っ
た講師を派遣し、家庭教育力
向上につなげる。（単発で実
施）

保育園や学校等を拠点とし、
その保護者を対象に家庭教
育について学ぶ機会を提供。

Ｒ２実績　 49

Ｒ３実績　 25

Ｒ４実績　　　　36

3 家庭教育学級事業

家庭教育の専門的知識を持っ
た講師を派遣し、家庭教育力
向上につなげる。（親が主体と
なり年間を通して学習）

保育園や学校等を拠点とし、
その保護者を対象に家庭教
育について学ぶ機会を提供。

Ｒ２実績　 96

Ｒ３実績　 14

Ｒ４実績　　　　97

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

13 放課後児童健全育
成事業補助金交付
決定一覧表

A

2
乳児家庭全戸訪問事
業

開業助産師に児童福祉法に基づく乳
児家庭全戸訪問事業を委託し、月に
一度、訪問結果の報告を受け、継続
支援の必要性についてケース検討会
を実施する。

乳児家庭の孤立化を防ぎ、乳
児の健全な育成環境の確保
を図る。

Ｒ２実績　　　970

Ｒ３実績　　　920

Ｒ４実績      880

1
放課後児童健全育成
事業費

社会福祉法人等が運営する
放課後児童クラブの運営費等
を支援する。

運営費を支援することで、継続し
た運営を行うことができるようにな
り、小学生の放課後待機児童を
解消することができる。

Ｒ２実績　96,410

Ｒ３実績　89,488

Ｒ４実績　88,114

放課後児童クラブ
のクラス数

目標値（クラス） 13 13 13 13

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

実績（人） 404 299 378

実績（クラス） 14 13 14

家庭教育学級等の
参加者数

目標値（人） 1000 1000 1000 1000

33 放課後児童支援員配
置状況調査（長崎県こ
ども未来課調べ）

調査中

1000
総受講者数 C

実績（人） 33 35

子育て支援員数
（累計）

目標値（人） 23 26 29 31

100 対象数：166件
訪問件数：166件 A

実績（％） 100 100 100

保育所・認定こども
園待機児童数

目標値（人） 0 0 0 0

乳児家庭全戸訪
問事業の訪問率

目標値（％） 100 100 100 100

実績（人） 0 0 0

0 保育所等入所調
べ（五島市） A

戦略プロジェクト Ⅳ-１ 結婚・出産・子育て支援プロジェクト

所属課
こども未来課
教育総務課

重点事業 Ⅳ-１-２ 出産・子育て支援 

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

３７



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

ALT指導員を中心に、ALT７名が協力し五島市オリジナル教材を作成するなど、生徒の英語力の向上に貢
献し、県学力調査でも令和４年度も１３市で１位を獲得できた。小学生の「誰かに話しかけたことがあるか」の
意識調査では、コロナの影響で授業外での英語の活動やジュニアイングリッシュキャンプが中止になったこ
とが要因で数値の減少が見られた。令和５年度は、従来通り行事も実施予定であるために、５８％の目標値
を達成できるよう各校への助言を続ける。

Project Gの目的である「グローバル」により焦点をあて、新規ALTにカナダ、オーストラリアが加わる。イング
リッシュキャンプ事業では、五島市にしかできない独自の内容でALTの個性を十分発揮させることで、児童、
生徒への英語学習への意欲を高めたい。

4 イングリッシュキャンプ
市内の中学生を対象に募集
し、３泊４日間の英語漬けの
生活を体験する。

ALTと英語を使った活動や異
文化交流を行うことで、英語へ
の興味関心を高める。

Ｒ２実績　0

Ｒ３実績　114

Ｒ４実績　648

3
語学指導等を行う外国
人青年誘致事業

外国語指導助手として、小中
学校の英語の授業を行い、外
国語や異文化にふれる機会を
つくる。

五島市は、外国語や異文化に
触れる機会がほとんど無い環
境にあるが、ＡＬＴの来校に
よって、英語への興味関心を
高めている。

Ｒ２実績　22,471

Ｒ３実績　28,568

Ｒ４実績　28,553

2
「プロジェクトＧ」小学校
からの英語習得事業

通常小学３年生からの外国語
教育を国の特例制度を利用し
て、小学１年生から早期英語
教育を行う。

指導力向上を目指した研修会
やジュニアイングリッシュキャ
ンプを開催したり、英検ジュニ
アの受験を実施したりすること
で、英語力やコミュニケーショ
ン力の向上を図っている。

Ｒ２実績　8,895

Ｒ３実績　9,104

Ｒ４実績　9,787

1
市単独外国語職員（Ａ
ＬＴ指導員）の雇用事業

英語教育の補助として市内の
学校に７名のALTを雇用して
おり、そのALTのとりまとめと
して、市単独で１名指導員を
雇用。

ALTの学校での指導方法や教
材等を統一し、市内全校で一
貫した英語教育の充実強化を
図る。また、ALTの生活全般
の指導を行う。

Ｒ２実績　4,761

Ｒ３実績　4,700

Ｒ４実績　4,604

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

100.0 イングリッシュキャンプ
参加者アンケート A

実績（％） 0 100.0 100.0

イングリッシュキャンプ参加
後の意識調査（英語学習へ
のさらな る意欲が高まった
か等）

目標値（％） 100.0 100.0 100.0 100.0

だれかに英語で話しかけて
みたことがあるか（市内全小
学６年生対象意識調査

目標値（％） 52.0 54.0 56.0 58.0

CEFR（外国語のコミュニケー
ション能力指標）のＡ1レベル
以上の生徒数率

目標値（％） 52.0 54.0 56.0 58.0

実績（％） 48.0 49.0 40.0

実績（％） 60.4 55.7 58.8

60.0
英検ジュニア意識調査 C

60.0
県学力調査 A

戦略プロジェクト Ⅳ-２ 教育のしまづくりプロジェクト
所属課 学校教育課

重 点 事 業 Ⅳ-２-１ グローバル人材育成 

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

３８



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

7
本山小学校体育館・横
断歩道橋新築事業

県道福江・富江線の拡幅工事
に伴い本山小学校体育館と
歩道橋を新築する。

体育館を使用する生徒や教
職員等が、安全・安心に施設
を使用することができる。ま
た、建て替え後は市の避難所
指定も想定されることから、防
災拠点としての活用も見込ま
れる。

Ｒ２実績　41,648

Ｒ３実績　65,880

Ｒ４実績　337,927

6 緑丘小学校改築事業
駐車場、体育倉庫、運動場等
の整備及び仮設通路の撤去
を行う。

施設の長寿命化を図りなが
ら、安全・安心に学校生活で
きる環境を整える。

Ｒ２実績　199,676

Ｒ３実績　　　　0

Ｒ４実績　　　　0

5 中学校校舎改修事業
老朽化が進んだ校舎の屋上、
外壁を改修する。

施設の長寿命化を図りなが
ら、安全・安心に学校生活で
きる環境を整える。

Ｒ２実績　　　　0

Ｒ３実績　　　　0

Ｒ４実績　126,699

4 小学校校舎改修事業
老朽化が進んだ校舎の屋上、
外壁を改修する。

施設の長寿命化を図りなが
ら、安全・安心に学校生活で
きる環境を整える。

Ｒ２実績　 49,866

Ｒ３実績　118,104

Ｒ４実績　 82,655

3 ICT教育強化事業 ICT教育の強化を図る。

ICT教育の環境を継続的に整
備し、ICT支援員等の支援を
受け、各学校のICT教育を推
進することにより、児童生徒の
学力向上を図る。

Ｒ２実績　3,248

Ｒ３実績　6,494

Ｒ４実績　8,448

2 教育支援教室事業
学校復帰や社会的自立に向
けた支援を行う。

不登校や発達障害等の特別
に配慮を要する児童生徒に対
し、学校や家庭、関係機関と
の連携を図り、特性に応じた
適切な支援を行い、五島の宝
である子どもに確かな学力、
豊かな心、健やかな体を育成
する。

Ｒ２実績　7,001

Ｒ３実績　4,961

Ｒ４実績　6,946

1
ふるさと活性化貢献支
援事業

ふるさと学習の充実に係る補
助をする。

　五島市の未来を担う中･高
校生に、少子化･人口減少等
市の抱える問題を捉えさせ、
その解決に向けた学習活動
の創造を支援していくことで、
ふるさと五島の活性化に貢献
できる人材の育成を図るとと
もに、将来地元で生活しようと
する気持ちや、五島を離れて
もふるさとを思う心情を育て
る。

Ｒ２実績　　502　

Ｒ３実績　　412

Ｒ４実績　 789

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

16
R4富江中学校 Ｃ

実績（校） 1 2 3

全国学力調査の算数・数
学科における五島市と全
国の正答率の比較

目標値 100.0 105.0 110.0 115.0

長寿命化計画に基づ
き改修工事を実施し
た学校数（累計）

目標値（校） 3 5 9 12

実績（回/週） 8.0 8.5 14.2

実績 0 98.0 91.5

120.0
全国学力学習状況調査 C

教員一人当たりのICT
機器活用頻度

目標値（回/週） 9.0 9.0 9.0 9.0

120.0
全国学力学習状況調査 C

9.0 学校における教育の情
報化の実態に関する五
島市独自の調査

A

実績 0 94.0 87.0

全国学力調査の国語
における五島市と全
国の正答率の比較

目標値 100.0 105.0 110.0 115.0

1.0 R3不登校傾向児
 童生徒数（３月） C

実績（％） 1.9 2.1 2.7

ふるさと活性化貢献
支援事業 指定校数

目標値（校） 6 6 7 7

不登校児童生徒の
割合

目標値（％） 1.0 1.0 1.0 1.0

R6

実績（校） 5 5 7

8 ふるさと活性化貢献支援
事業能申込学校数 A

戦略プロジェクト Ⅳ-２ 教育のしまづくりプロジェクト
所属課

学校教育課
教育総務課

重点事業 Ⅳ-２-２ 郷土愛を育み学びの質を高めるための環境整備

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5

３９



３．総評

４．今後の取組方針

【ふるさと活性化貢献支援事業】
○令和４年度は新型コロナウイルス感染症の影響も弱まり企業訪問や体験学習の制限が緩和される中、地元活性
化の課題の発見や考察を行うことができた。また、様々な全国のコンクールへエントリーし、受賞するなど、活動全体
が有意義なものであることが認められている。卒業生の一部には、五島市の未来について、その考えをSNSを利用し
自ら発信するなど、地域貢献への意欲を高めた姿が多く見られる。
(参加校及び参加人数)
　五島高校２３２名、五島南校高８９名、奈留高校３３名、福江中学校４２０名、崎山中学校２４名、富江中学校２９名、
　三井楽小学校５０名　　　（合計　７校　８７７名）

【不登校対策】
○教育支援教室は、令和4年度は9名の利用者があり、学校との連携を図りながら、きめ細やかな指導を行うことがで
きた。令和４年度に３０日以上欠席した生徒（不登校生徒）は、小学校１８名、中学校５５名、合計７３名であった。各学
校では、児童生徒に家庭訪問を行ったり、電話連絡をしたり、別室への登校を投げかけたり、個別の相談にのったり
と、担任、学年主任、養護教諭等が懸命に支援を行っている。また、ＳＣ、ＳＳＷ、医療機関とも連携を図りながら、積
極的に対応しているが、顕著な改善には至っていない。

【ICT教育強化事業】
○ＩＣＴ教育支援員が計画的に市内２１校を訪問し、授業におけるＩＣＴ機器活用のサポートを継続的に行った。これに
伴って教師の活用頻度が高まった。文部科学省の「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」では、授業
等におけるＩＣＴ活用率、教師のＩＣＴ活用指導力など、五島市は全国平均をすべて上回っている。

【長寿命化計画】
　令和４年度における校舎改修工事は富江中学校の１件のみであった。数値目標には複数の校舎の改修を掲げてい
るものの、財政的な問題もあり１件の改修に留まっている。

【ふるさと活性化貢献支援事業】
〇対象校を今後も小・中・高校とし、ふるさと学習を充実させるとともに地域貢献への意欲を高める一助とする。各学
校の実践例を共有することにより、五島市全体で地域貢献への活動意欲・実践力を高めていく。

【不登校対策】
○校長会、教頭会、教務主任会を通じて教育支援教室の活用について更なる周知を図る。
○学校への復帰だけでなく、社会的自立に向けて支援を行っていく。
○GIGA端末を活用し、利用している児童生徒の個別最適な学びを促進するとともに、WEB会議システムの利用を学
校と児童生徒との連携を縮めるための一助とする。

【ICT教育強化事業】
○プログラミング教育を行うにあたり、現場の教員に活用方法についてオンライン研修会を行うことで、教員のＩＣＴ活
用能力の更なる向上を図る。
○ＧＩＧＡ端末の活用を推進することにより、五島市が目指す国際社会で活躍する人間の育成を図る。
○通信環境が整っていない家庭（５２件）についての対応策を考える。

【長寿命化計画】
　改修工事に係る財源を確保し、計画に基づいた工事実施に努める。

12 教職員住宅営繕事業
各学校へ要望調査を実施し、
必要な箇所を選定後、営繕を
実施する。

施設の長寿命化を図りなが
ら、教職員に快適かつ安心し
て生活できる住環境を整える
ことで、教育意欲の向上に繋
げる。

Ｒ２実績　　5,387

Ｒ３実績　　6,127

Ｒ４実績　3,472

11
中学校体育館照明器
具取替事業

体育館の照明に使用している
水銀灯が２０２１年から生産中
止になるため、LED照明に切
り替えるとともに落下防止対
策が取られていない箇所を解
消する工事を行う。

早期に照明器具を取り替える
ことで在庫不足による不測の
事態を回避できる。また落下
防止対策を施し生徒、教職員
等の安全を確保する。

Ｒ２実績　12,761

Ｒ３実績　34,642

Ｒ４実績　11,494

10 中学校営繕事業
各学校へ要望調査を実施し、
予算の範囲内で必要な箇所
を選定後、営繕を実施する。

施設の長寿命化を図りなが
ら、安全・安心に学校生活が
できる環境を整える。

Ｒ２実績　19,186

Ｒ３実績  32,090　

Ｒ４実績　35,961

9
小学校体育館照明器
具取替事業

体育館の照明に使用している
水銀灯が２０２１年から生産中
止になるため、LED照明に切
り替えるとともに落下防止対
策が取られていない箇所を解
消する工事を行う。

早期に照明器具を取り替える
ことで在庫不足による不測の
事態を回避できる。また落下
防止対策を施し児童、教職員
等の安全を確保する。

Ｒ２実績　13,178

Ｒ３実績   18,029

Ｒ４実績　9,310

8 小学校営繕事業
各学校へ要望調査を実施し、
予算の範囲内で必要な箇所
を選定後、営繕を実施する。

施設の長寿命化を図りなが
ら、安全・安心に学校生活で
きる環境を整える。

Ｒ２実績 　26,470

Ｒ３実績   22,536

Ｒ４実績　32,464

４０



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

・島に子どもたちがいることで、島の活性化に関して一定の効果が出ている。
・リモート面談を基にした受入れ可否の判断を行ったメンバーだったが、昨年度から継続の留学生も多かっ
たことから、島での生活になじんでいった留学生が多かった。また保護者からの奈留・久賀で子供が変容し
自信をつけたとの感謝の言葉があった。

・しま留学連絡協議会の運営の在り方、組織の役割分担の具現化が必要である。（しま親・学校・市教委事
務局、支所等の業務分担と系統性をもった組織図の作成）
・五島南高校、奈留高校の離島留学制度との連携を図る。現状、しま留学生は五島市内の高校へは進学
しない。市内の高校の良さも伝えていきたい。
・新たなしま親やコーディネーターの開拓を行う必要はあるが、島民も高齢化しており家族留学を受け入れ
る住居も合わせて確保していきたい。

3

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

2

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

1 しま留学受入事業
島内外の子どもの交流による
人材育成

留学生を受け入れることによ
り、地域活性化の核である学
校の存続を図る。また、受入
校の児童生徒の固定化され
た人間関係を打破し、望まし
い社会性の育成に寄与する。
さらに、留学生を受け入れるし
ま親への委託料が発生するこ
とにより経済的効果が見込ま
れる。

Ｒ２実績　11,283

Ｒ３実績　12,641

Ｒ４実績　9,062

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

15 五島市しま留学生受入
事業実績報告書 A

実績（人） 20 21 17

15
しま留学受入人数

目標値（人） 15 15 15

R3 R4 R5 R6

戦略プロジェクト Ⅳ-２ 教育のしまづくりプロジェクト
所属課 学校教育課

重 点 事 業 Ⅳ-２-３ しま留学制度の推進

実績の積算根拠 評価
年度 R2

４１



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

【図書貸し出し冊数】
新図書館への移転開館準備のため令和4年10月1日から令和5年3月31日まで休館したことにより、大きく減
少している。

【学校図書館】
図書支援員の派遣要請が増え、令和４年度は全校へ図書支援員が派遣できた。その成果として小中ともに
令和３年度から貸出し冊数が増加したと考える。

【図書貸し出し冊数】
開架冊数の充実、特集展示の工夫・充実、おはなし会や多目的室等を活用した子ども向けイベント開催の
充実に努めたい。

【学校図書館】
令和５年度は、新図書館の児童生徒利用者数の増加により、学校図書館の貸出冊数は減少するものと思
われる。市立図書館と連携したり、ヤングアダルトに特化した学校図書館の蔵書のラインナップを支援員と
ともに工夫したりするとともに、支援員と協力して学習センターとしての図書室の活用方法を提示していく。

5

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

4

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

3 公民館図書室連携事業

奈留地区公民館図書室へ図
書館の資料を配置し、奈留支
所地域での図書館同様の
サービスを目指す。

奈留支所地域での来館に不
便を来す利用者へのサービス
の拡充を図る。

Ｒ２実績　 1,045

Ｒ３実績　 1,066

Ｒ４実績　 963

2 図書館管理運営事業

市内全域で図書館サービスの充実
を図り、本館を中心に周辺地域に
は移動図書館車を活用し、利用者・
貸出冊数の増加を目指す。

市民の多種多様なニーズに応じ
た図書資料の収集・提供に努め、
学校・公民館等と連携し、読書活
動の推進を図る。

Ｒ２実績　20,627

Ｒ３実績　20,262

Ｒ４実績　75,433

実績（冊/月） 1.6 1.6 1.7

1
生きる力づくり読書推
進事業

学校図書館支援員を適正に
配置し、読書による様々な出
会いや郷土愛を育む書物に
多く触れる機会を提供する。

学校図書館支援員が学校図
書館の整備や企画・運営を支
援することで、読書に親しめる
環境を整える。

Ｒ２実績　 5,353

Ｒ３実績　 7,424

Ｒ４実績　 7,141

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

学校図書館生徒１人
当たりの月平均貸出
冊数（中学生）

目標値（冊/月） 2 2.5 3 4

15
学校運営調査 A

5
学校運営調査 C

実績（冊/月） 11.6 12.8 13

学校図書館児童１人
当たりの月平均貸出
冊数（小学生）

目標値（冊/月） 11 12 13 14

144
図書支援員配置計画 A

実績（回） 178 169 198

図書貸出冊数（図
書館・公民館）

目標値（冊） 170,000 170,000 200,000 210,000

学校図書館支援員
の学校訪問回数

目標値（回） 180 180 180 180

実績（冊） 127,321 136,342 73,679

216,000
貸出冊数 C

戦略プロジェクト Ⅳ-２ 教育のしまづくりプロジェクト
所属課

教育総務課
学校教育課

重 点 事 業 Ⅳ-２-４ 読書に親しむ環境づくり

実績の積算根拠 評価
年度 R2 R3 R4 R5 R6

４２



１．数値目標、重点業績評価指標（KPI）の進捗・達成状況
目　標　値　・　実　　績

数値目標、ＫＰＩ名

２．実施事業一覧 （単位：千円）

３．総評

４．今後の取組方針

留学生受入先として新規の里親登録がある一方で、受入辞退を申し出る里親も出てきている。この原因とし
て、留学生が年度途中で転学をすることで委託料収入が左右されるため、経済面で不安定な部分があるこ
とや、留学生や実親との人間関係での里親の精神的負担への支援が十分でないことなどが見えてきてい
る。
留学生を受け入れる数は確保できている状況であるが、男女別の受入に対応するには不足してしまう可能
性もあるため、引き続き支所と連携してホームステイ先を確保する必要がある。

○ホームステイ先確保のため、「五島市高等学校離島留学生ホームステイ費補助金」、「五島市内留学生
受入環境整備事業費補助金」を予算計上している。
○奈留高校においては、英語教育推進のため海外語学研修費補助金を予算計上している。
○実施主体の県とも協働し、里親支援対策を行っていく。

5

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

4

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

3

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

2

Ｒ２実績　

Ｒ３実績　

Ｒ４実績　

1
五島南高校、奈留高校
離島留学制度

五島南高校では市内外から不登校生
徒を受け入れる。
奈留高校では市外から英語を学びた
いと思う生徒を受け入れる。

県：高等学校で学ぶ機会を確保し、
     教育水準の維持を図る。
市：地元高校の存続・発展を図る。

Ｒ２実績　21,200

Ｒ３実績　23,250

Ｒ４実績　24,700

事業
番号

事務事業名 事業内容 事業の成果・ねらい

R２総事業費
R３総事業費

R４総事業費

60
実受入先確保件数 Ｂ

実績（人） 65 60 57

60下宿先受入可能人
数

目標値（人） 60 60 60

R3 R4 R5 R6

戦略プロジェクト Ⅳ-２ 教育のしまづくりプロジェクト
所属課 教育総務課

重 点 事 業 Ⅳ-２-５ 高等学校の魅力化の推進

実績の積算根拠 評価
年度 R2

４３


